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多変量解析
・相関行列計算
・重回帰分析
・多重ロジスティック回帰分析
・Cox比例ハザード回帰分析
・主成分分析
・因子分析
・１～3段階分散分析
・階層クラスター分析

2変量統計
・直線回帰
・線形関係式

- Deming回帰
- 標準主軸回帰
- Passing-Bablok回帰

・Altmanの偏差図
・Bootstrap法による回帰係数の
標準誤差計算

前方視点で可能な処理

側方視点で可能な処理

基本統計量
分布型の分析
クロス集計
ビジュアルクロス集計
生存曲線分析

基本統計量
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・2標本ｔ検定
・Mann-Whitney U検定
・F検定
・一元配置分散分析
・Kruskal-Wallis検定
・Bartlett検定

多重比較法
・Tukey検定
・Scheffe検定
・Dunnett検定
・Dunn検定（2種）
・Newman-Keuls検定

ROC分析

側方視点で可能な処理

基本統計量

前方視点で可能な処理

多変量解析
データベース型前方視点で可能な処理、および

・Hotelling T2検定
・回帰係数の差の検定
・2要因分散分析混合デザイン
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上方視点で可能な処理

基本統計量

分布型の分析

多変量解析
データベース型前方視点で可能な処理

独立2群・多群間の差の検定
・2標本ｔ検定
・Mann-Whitney U検定
・F検定
・一元配置分散分析
・Kruskal-Wallis検定
・Bartlett検定

多重比較法
・Tukey検定
・Scheffe検定
・Dunnett検定
・Dunn検定（2種）
・Newman-Keuls検定

側方視点で可能な処理

基本統計量

※独立2群・多群間の差の検定と多重比較法は、個体を群と見なして処理します。

a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k

a
b
c
d
e
f
g
h
i
j
k

9時 12時 15時 18時

50

100

150

200

行
数
（
個
体
数
）

関連2群・多群間の差の検定
・1標本ｔ検定
・符号検定
・1標本wilcoxon検定
・二元配置分散分析
・Friedman検定
・Bartlett検定
・繰り返しのある二元配置分散分析
・三元配置分散分析

多重比較法
・Tukey検定
・Scheffe検定
・Dunnett検定
・Dunn検定（2種）
・Newman-Keuls検定

側方視点で可能な処理

基本統計量

前方視点で可能な処理

基本統計量

分布型の分析

多変量解析
データベース型前方視点で可能な処理、および

・Hotelling T2検定
・直線回帰係数の差の検定
・2要因分散分析混合デザイン

ビジュアルクロス集計
上方視点で可能な処理

基本統計量

分布型の分析

多変量解析
データベース型前方視点で可能な処理

データ形式 の相互変換

基本統計量
分布型の分析
クロス集計
ビジュアルクロス集計
生存曲線分析
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データ䝅ー䝖を᪂つస成

䐟データ形式を㑅ᢥ
データ形式に䛴䛔てはୗ図をཧ↷。

䐠頁、列、行数をᣦ定
඲て1のままで、䝅ー䝖は⮬ືⓗに
ᗈ䛜ります。
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頁数=1

䐡の䝏䜵ックはእす

2್型

1㻘2㻘3㻚㻚㻚 数್䝁ード
段階型

㻜㻛1による2段階䝁ード

䝴ーザ型
A㻘 B㻘 O㻘 AB㻚㻚㻚 ᩥᏐ䝁ード

日付᫬้型
2㻜㻜㻤㻛12㻛21 1㻠㻦㻠㻜㻚㻡㻜

年᭶日型（㻸）
2㻜㻜㻤㻛12㻛21

年᭶日型（S）
㻜㻤㻛12㻛21

年᭶日型（SS）
㻜㻤1221

᭶日型
1221

᫬分⛊型
1㻠㻦㻠㻜㻚㻡㻜

᫬分⛊型（12᫬）
㻜2㻦㻠㻜PM

᫬分⛊型（2㻠᫬）
1㻠㻦㻠㻜

分⛊型
㻠㻜㻚㻡㻜

ᐇ数型
3㻚1㻠1㻡㻥2

ᩚ数型
2㻡

変数型の☜ㄆ

StatFlexは㈞り付䛡䜙䜜䛯データの型を⮬ືุ定
します。
䜒し、ពに཯するุ定のሙ合は、変数タ定1（ୗ図）
で変数型をಟṇします。

※ᩥᏐ型は䜾ラ䝣をᥥ⏬で䛝ま䛫䜣

数್型（㠀䜹テ䝂䝸型） 䜹テ䝂䝸型
ቃ⏺್をⓏ㘓

㻱xcelのデータを䝁䝢ー

㈞り付䛡䛯䛔㡿ᇦを㑅ᢥし、䝁䝢ー

䝬䜴スで᧯స䠖
㡿ᇦをドラッ䜾で㑅ᢥ䊻ྑク䝸ック䊻䛂䝁䝢ー䛃

䜻ー䝪ードで᧯స䠖
⾲ෆの௵ពの䝉ルに⛣ື䊻 Ctrl A㻗 Ctrl C㻗䊻

⾲を඲㑅ᢥ 㑅ᢥ⠊ᅖを䝁䝢ー

データ䝅ー䝖䜈の㈞り付䛡

䐟列䝦ッ䝎の䜏 䐠行䝦ッ䝎の䜏

䐡行、列䝦ッ䝎あり 䐢䝦ッ䝎なし

吊
含
呎
元
叏
吞
呎
吖
双
叩
叄
叇

␗
友
叫
叟
去

データ䝅ー䝖䜈の㈞り付䛡఩置

㈞り付䛡䜶ラー䛜Ⓨ生し䛯᫬は㻚㻚㻚
䐟䜶ラー一ぴ䛜ฟます 䐠ṇし䛔್に⦅集

䐢変数型を⮬ືಟṇ

ಟṇしな䛡䜜䜀、ᩥᏐ型
としてⓏ㘓します䛜、ᚋで、

でゞṇ可能です。

䐠

䐟

䐡

䐢

䐡

数್型とᛮ䜟䜜る
変数㻔列）に、数್
に変換で䛝な䛔ᩥ
Ꮠ型のデータ䛜、
1㻜䠂ᮍ‶とప䛔㢖
ᗘで存ᅾするሙ合
に、䜶ラーとุ定し
ます。

㻔多変量視点㻕

㻔多変量視点㻕

行数（個体数）

㻔多変量視点㻕

㻔変量ู視点㻕

㻔変量ู視点㻕
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䐡 列䝦ッ䝎 のྑク䝸ック䝯䝙ュー

（前方・上方視点）

䐠 行䝦ッ䝎 のྑク䝸ック䝯䝙ュー

䐟 䝉ル のྑク䝸ック䝯䝙ュー

䐠行䝦ッ䝎

䐡列䝦ッ䝎

䐟䝉ル

䐢⮬ື䜾ラ䝣

A 列集計䝟䝛ル

C 行䝣ィルタ䝟䝛ル

B ୪䜉᭰䛘

D 変数基本᝟ሗタ定䝟䝛ル

㻱 変数変換

F ቃ⏺್タ定䝟䝛ル H 䜹テ䝂䝸᝟ሗタ定䝟䝛ル 㻵 䝎䝭ー変数స成䝟䝛ル

䈈ク䝸ッ䝥䝪ード䜈䝁䝢ー

䈈䝁䝢ーし䛯ᚋにク䝸ア

䈈ク䝸ッ䝥䝪ード䛛䜙㈞り付䛡

䈈㑅ᢥし䛯䝉ルをḞ ್にする

䈈⤊➃にᣦ定行数分を㏣ຍ

䈈㑅ᢥ఩置に行をᤄධ

䈈㑅ᢥ行の๐㝖

行数ᣦ定䝟䝛ル

データ䝅ー䝖では、௵ពの఩置をྑク䝸ックする䛣と
で、主な᧯సをᐇ行で䛝ます。䛣の䝨ージでは、デ
ータ䝅ー䝖上のྛ఩置でのྑク䝸ック䝯䝙ューを解ㄝ
します。

データ視点によ䛳て、列䛜変数であるሙ合（前方・上方視点）
と、列䛜群であるሙ合（側方視点）䛜あり、側方視点では
䛂集計䛃䛂୪䜉᭰䛘䛃の䜏฼⏝で䛝ます。

数್型

㉥ᯟෆは、ቃ⏺್を
Ⓩ㘓῭䜏のሙ合

䜹テ䝂䝸型のሙ合

数್データを、群分䛡、クロス集計、
䝎䝭ー変数のస成に฼⏝で䛝るよ䛖
にします

ᩥᏐラベルのᣦ定䜔、䛭の䝁ード⾲のㄞ㎸䜏、
ᖏ䜾ラ䝣の୪び䜔Ⰽをタ定します

䜹テ䝂䝸型変数䛛䜙、要因分析で⏝䛔る
䝎䝭ー変数を⮬ືస成します

≉定の್をᣢ䛴行を㝖እします

䜹テ䝂䝸型では、䜹テ䝂䝸集計に䜒
ᑐᛂ

䊻 A
䊻 B
䊻 C
䊻 D
䊻 㻱

䊻 㻳
䊻 H
䊻 㻵

䊻 A
䊻 B
䊻 C

䊻 D
䊻 㻱
䊻 F

䊻 㻳
䊻 㻵

䐢 ⮬ື䜾ラ䝣 のྑク䝸ック䝯䝙ュー

඲䜾ラ䝣を㏦る

䜾ラ䝣⦅集⏬㠃䜈㏦る

䜾ラ䝣に関するタ定と、䜾ラ䝣⦅集に㏦る
䛯䜑のᶵ能をᥦ౪します。

　䜾ラ䝣を、㑅ᢥし䛯䜾ラ䝣⦅集
䜴インド䜴に㏦ります。

」数の䝨ージにある䜾ラ䝣を、⮬ᅾに䝺イア䜴
䝖して、まと䜑て䜾ラ䝣⦅集⏬㠃に㏦ります。

䐟ᑐ㇟頁と୪びをᣦ定

䐡行列数をᣦ定

䐠⏝⣬をᣦ定

䐠వⓑをᣦ定
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群分䛡可能なデータを⏝ពする

　群分䛡を行䛖には、ḟの䠎䛴の᮲௳䛜ᚲ要です。

䐟 データベース型である

群分䛡に฼⏝で䛝る変数は、
・䛂䝴ーザ型䛃䛂段階型䛃䛂䠎್型䛃な䛹、䜹テ䝂䝸᝟ሗ（䝁ード໬䛥䜜䛯データ）でᵓ成䛥䜜て䛔る変数です。
・䛂数್型䛃䛂᫬間型䛃のሙ合は、ቃ⏺್をタ定して䜹テ䝂䝸᝟ሗをᣢ䛯䛫ると、群分䛡に฼⏝で䛝ます。

ቃ⏺್タ定に䛴䛔て

　䛂ᩚ数型䛃、䛂ᐇ数型䛃な䛹の数್型、䛂日付᫬้型䛃、䛂᭶日型䛃な
䛹の᫬間型な䛹、連⥆್のデータは、䜹テ䝂䝸᝟ሗをᣢ䛱ま䛫䜣。
䛯䛰し、変数タ定１䝟䝛ルෆの䛂ቃ⏺್䛃をタ定する䛣とで、䜹テ䝂
䝸᝟ሗをస成する䛣と䛜で䛝、群分䛡ᶵ能、䝎䝭ー変数のస成ᶵ
能、データ列の生成ᶵ能な䛹を౑⏝で䛝ます。

ቃ⏺್タ定䝟䝛ル

変数基本タ定䝟䝛ル

前方視点（多変量視点）

群分䛡に⏝䛔る変数を㑅ᢥする

　ୗの例では、䝴ーザ型であるᛶูと、㻠㻜ṓをቃ⏺್とし䛯年齢を群分䛡基準列として
䛔ます。群分䛡基準として、ᛶู䛜䠎㏻り、年齢䛜䠎㏻りになりますので、⤌䜏合䜟䛫で
䠐㏻りの群に分䛡䜙䜜ます。

群分䛡䝪タン　　　　をᢲすと、群分䛡䝟䝛ル（ྑ図）に
群分䛡に฼⏝可能な変数䛜⾲♧䛥䜜ます。

データベース型

側方視点（༢変量視点）

独立多群型

ᛶู、年齢で

群分䛡

統合

統合䝪タンをᢲすと、ྑのよ䛖な☜ㄆ䛜ฟます。
᭱ึ䛛䜙独立多群型でデータを᪂つస成し䛯ሙ合、䠷群ྡ列を᪂つస成䠹を
䝏䜵ックします。䛣䜜は、群分䛡の基準変数䛜存ᅾ䛫䛪、群᝟ሗ䛜、ኻ䜟䜜
る䛯䜑です。データベース型䛛䜙群分䛡し䛯ሙ合、䝏䜵ックは୙要です。

ᐇ行例

個体分䛡 データベース型のデータは、個体を⾲す変数と᫬⣔列を⾲す変数をᣦ定すると、
個体ู型に変換で䛝ます。
個体分䛡を行䛖と、個体ẖに頁分๭䛥䜜、個体ู型上方視点になります。

図は、䝦ッ䝎列に㻵D䛜᭷り、日付䛜あるデータです。

䠷データ⦅集䠹䝯䝙ュー

䠷データ形式の変換䠹

䠷個体ู型（個体分䛡）䠹

変数をᣦ定

ୗ図のよ䛖なタ定䝟䝛ルで、個体を⾲
す列と、᫬⣔列を⾲す列をᣦ定します。

䐠 群分䛡可能な列䛜ある

個体分䛡を行䛖䛣とで、᫬⣔列データに変換で䛝ます。

データベース型
独立多群型

ቃ⏺್で༊ษ䜙䜜るྛ群は、ୗ㝈をྵ䜏、上㝈をྵ䜏
ま䛫䜣。ྑの例では、㻠㻜をᣦ定すると、㻠㻜ᮍ‶と㻠㻜௨上
の群に分䛛䜜ます。
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䐟 基本᧯స䝒ール䝞ー
　䠏種の䜴インド䜴（データ䝅ー䝖、䜾ラ䝣⦅集、統計᝟ሗ）の᪂つస成、䝣䜯イルのධฟຊ、༳ๅな䛹、基本᧯

స⏝䝪タン群です。

䐠 データ⾲♧䝒ール䝞ー
　データの⾲♧ษり換䛘⏝で、データ䝅ー䝖と⮬ື䜾ラ䝣の⾲♧ษり換䛘、データ䝅ー䝖のᩥᏐ䝃イ䝈の変᭦

⏝の䝪タン䛜配置䛥䜜て䛔ます。

䐡 データ分析䝒ール䝞ー
　ビジュアルクロス集計䜔群分䛡ᶵ能でデータを⤌䜏᭰䛘䛯り、䠏ḟ元データ䝅ー䝖の視点変᭦により、デー

タを分析する䛯䜑の䝪タン群です。視点変᭦䝪タンのືసは、データ形式で␗なります。

䐢 データ᧯స䝒ール䝞ー
　頁・列の⤠り㎸䜏、行の⤠り㎸䜏（䜸ー䝖䝣ィルター）、୪䜉換䛘の᧯స、および≉定のデータを䝬ークし䛯

り、一᫬๐㝖する䛯䜑の䝪タン群です。

䐣 タ定䝒ール䝞ー
䝅ステ䝮タ定、変数タ定、群タ定、䜾ラ䝣タ定な䛹、タ定⏝䝪タン群䛜配置䛥䜜て䛔ます。

ス䝟䝘の䝬ーク䛜┠༳です。

ᐇ行⎔ቃのタ定㻦 統計᝟ሗฟຊ法、データ䝅ー䝖⾲♧法、䝣䜯イルのస成法

変数タ定1㻦 変数・༢఩ྡ、変数型、௙ษり್、䜉䛝஌変換・ᑠ数఩のⓏ㘓

変数タ定2㻦 䜾ラ䝣⾲♧ᇦ、ᗘ数分布図分๭数、䠏䛴のཧ↷ᇦのⓏ㘓

変数タ定3㻦 変数ูにᥥ⏬グ号・線種のタ定

群᝟ሗタ定㻦 群ྡのⓏ㘓㻘 群ูのᥥ⏬グ号、線䜔Ⰽのタ定

行᝟ሗのタ定㻦 行㻔個体㻕ྡのⓏ㘓、行㻔個体㻕ูのᥥ⏬グ号、線䜔Ⰽのタ定

䜾ラ䝣タ定㻦 䜾ラ䝣のᥥ⏬䜸䝥䝅䝵ンで、計㻢 頁のタ定䝟䝛ル䛛䜙ᵓ成

䜾ラ䝣の種㢮タ定㻦 䜾ラ䝣の種㢮ᣦ定で、統計量⾲♧䜔⦪᭩䛝・ᶓ᭩䛝のษ換

StatFlexの主な
䝅䝵ー䝖䜹ッ䝖䜻ー

検⣴

置換

䝤ロックධຊ
（㑅ᢥ⠊ᅖに一定್を௦ධ）

⾲計算

୪䜉᭰䛘

Ctrl F㻗

Ctrl H㻗

Ctrl B㻗

Ctrl K㻗

Ctrl N㻗

䝁䝢ー

㈞り付䛡

ษりྲྀり

直前᧯సのྲྀりᾘし（Undo）

Undoのྲྀりᾘし

඲て㑅ᢥ

Ctrl C㻗

Ctrl 㼂㻗

Ctrl 㼄㻗

Ctrl 㼆㻗

Ctrl 㼅㻗

Ctrl A㻗

䕔 䜾ラ䝣⦅集䜴ィンド䜴 ⮬ື䜾ラ䝣䜔図形（直線、㛗方形、ᴃ෇、ラベル）を⥲⛠して䜸䝤ジ䜵ク䝖と࿧びます

䕔 䝯イン䜴ィンド䜴

䐟

䐣

䐡䐠

䐢

䕔 統計᝟ሗ䜴インド䜴

඲ての統計᝟ሗを๐㝖

⌧ᅾ㛤䛔て䛔る統計᝟ሗを㛢䛨、
䝣䜯イル䛛䜙統計᝟ሗをㄞ㎸䜐

䝏䜵ックして䛔るฟຊ䝤ロックの䜏ಖ存

䝒䝸ー上のฟຊ䝤ロック඲てを上᭩䛝ಖ存

直前᧯సのྲྀᾘし（Undo）

Undoのྲྀᾘし（Redo）

上ୗ䝤ロック䜈⛣ື⌧ᅾ㛤䛔て䛔る統計᝟ሗに、
䝣䜯イル䛛䜙統計᝟ሗを㏣ຍㄞ䜏㎸䜏

統計᝟ሗ䜴インド䜴に関するタ定
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䕔統計量のⰍ分䛡⾲♧タ定

᭷ព☜⋡ 相関係数・因子㈇Ⲵ量

䕔計算⤖ᯝฟຊの᱆数

標準㻗1᱆

標準

䕔䝉ル⫼ᬒ

㏻ᖖ䝰ード 行を஺互に╔Ⰽ 䝉ルデータに基䛵䛔て╔Ⰽ

䝉ルෆに䜾ラ䝣をᥥ⏬

䕔⮬ື᱆ᥞ䛘

㻔䠎）データ䝅ー䝖に関するタ定

（䠏）䛭の௚のタ定（ධฟຊ䝣䜯イル関連）

上図の䝟䝛ルで⠊ᅖと䛭のⰍをタ定し、䝅ステ䝮タ定䝟䝛ルで䝏䜵ックを付䛡
てୗ䛥䛔

ヲ⣽タ定 でୗ図の䝟䝛ル䛜⾲♧䛥䜜ます 䝏䜵ックを付䛡てお䛟と、StatFlexはධຊ䛥䜜䛯数್のᑠ数఩を⮬ືุ定し、す
䛭䜜に基䛵䛔て、データ䝅ー䝖上で᱆ᥞ䛘⾲♧して䛔ます。

䕔⮬ືⓗに䝞ックアッ䝥䝣䜯イルをస成する
䝏䜵ックしてお䛟と、␗ᖖ⤊஢し䛯ሙ合で䜒、StatFlexのḟ回㉳ື᫬にデータ
䛜⮬ື᚟元䛥䜜ます

䕔ึ回のಖ存ඛ
䠷前回のಖ存ඛをグ㘓する䠹に䝏䜵ックしてお䛟と、᭱ᚋに౑䛳䛯䝣䜷ル䝎をに
グ㘓してお䛝、ḟ回㉳ືᚋ、ึ回のಖ存䜔ㄞ䜏㎸䜏᫬にཧ↷䛥䜜ます。䝏䜵
ック䛜な䛔ሙ合は、ᣦ定䛥䜜䛯䝣䜷ル䝎䛜ཧ↷䛥䜜ます。

⮬ື᱆ᥞ䛘のᑠ数఩は、 で☜ㄆで䛝ます。⮬ື᱆ᥞ䛘䛜OFFのሙ合

䕔計算㛤ጞ・⤊஢㡢のタ定
3種㢮の䝃䜴ンド䛛䜙㑅ᢥで䛝ます

因子分析、一㒊検定でのP್のṇ☜☜⋡の計算で、Rを฼⏝する
䛯䜑、Rの䝥ロ䜾ラ䝮䛜インス䝖ール䛥䜜て䛔るሙᡤを⾲♧しま
す。多重比較にᑐしては、ู㏵ᑓ⏝の䝟ッ䜿ージ（multcomp）のイ
ンス䝖ール䛜ᚲ要となるሙ合䛜あります。

䐟

䐠

䐡

䐟

䐠

䕔Rの฼⏝⎔ቃ 䐢

䐡

䐢

䐣

䐣

䐤

䐤

䐥

䐦

䐦

䐥

でᣦ定し䛯ᑠ数఩䛜、データ䝅ー䝖の᱆ᥞ䛘に฼⏝䛥䜜ます。

(１)統計処理⤖ᯝのฟຊに関するタ定
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変数ูᥥ⏬᮲௳のタ定（㼂ar3）

ཧ↷ᇦおよび⾲♧ᇦのタ定（㼂ar2）

例䐟

例䐠

0�1 0�2 0�3 0�4 0�5 0�6 0�7 0�8 0�� 1�0

0�1

0�2

0�3

0�4

0�5

0�6

0�7

0�8

0��

1�0

㸯㸫≉␗ᗘ

ឤ
ᗘ

ROC曲線 多変量⤒㐣図

変数ẖにᥥ⏬᮲௳をᣦ定します。

䛣のᣦ定はROC曲線と多変量⤒㐣図で᭷ຠです。

⮬ືタ定 　　　　　　　　で⮬ື๭り付䛡で䛝ます。

䐢 䐡

⾲♧ᇦのୗ㝈・上㝈と分๭数をタ定す䜜䜀、
ᗘ数分布図の形≧を変数ẖに個ูにタ定で
䛝ます。

䐟

䐠

䐡 䐢

　　ᗘ数分布図分๭数のᣦ定䛜な䛔ሙ合、㼇タ定㼉

䡬㼇䜾ラ䝣タ定㼉　　　　の㼇一変量図㼉のᗘ数分布図

タ定（ୗ図）のᣦ定䛜㐺⏝䛥䜜ます。

ཧ↷ᇦは変数ẖに3䝉ッ䝖Ⓩ㘓で䛝ます。ୗ図は
䐡と䐢でྛ䚻⏨ᛶとዪᛶの基準⠊ᅖをタ定し䛯
例です。

Ⰽと㏱᫂ᗘのᣦ定は の統計量の⾲♧タ定

䜊ージ（ୗ図）で行䛔ます。

変数基本᝟ሗタ定（㼂ar1）

ቃ⏺್のタ定で、
数್型で䜒群分䛡䜔
䝎䝭ー変数のస成䛜
可能になります。

段階型のሙ合、数್ではな䛔䝴ーザ定⩏ྡをタ定
すると、䝴ーザ型になります。

ቃ⏺್のタ定 䜹テ䝂䝸᝟ሗ⦅集

数್型を䜹テ䝂䝸型としてᢅ䛘ます。 䜹テ䝂䝸⾲♧ྡ䜔ᖏ䜾ラ䝣のⰍ分䛡を変᭦

0

䐣
㡿ᇦⰍのᣦ定

ቃ⏺್で༊ษ䜙䜜
るྛ群は、ୗ㝈್
をྵ䜏、上㝈್を
ྵ䜏ま䛫䜣。
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᮲௳軸に群（列）ྡを䛭のまま⾲♧するሙ合

᮲௳軸に᫬間な䛹の数್を⾲♧するሙ合

᫬間を䛭のままᩚ数として⾲♧し䛯例です。

䕔群ูに⾲♧఩置をㄪᩚするには
䐟で඲体としての⾲♧఩置の⠊ᅖをᣦ定
䐠でྛ群の⾲♧఩置をᣦ定

䕔群ูにグ号䜔Ⰽを変䛘るには

䐟で඲体としての⾲♧఩置の⠊ᅖをᣦ定
䐠でྛ群の⾲♧఩置をᣦ定

᳨
ᰝ

&
Q
J
�
P
l

ᩚ
数

群
ྡ

ᢡ䜜線のデータ（個体）ูのグ号䜔線は

で変᭦します

䐡 ⮬ືタ定 䝪タン䛜౽฼です。௵ពのⰍにタ定する䛣と䜒で䛝ます。

䕔ᢡ䜜線䜾ラ䝣で᮲௳（᫬間）軸の⾲♧఩置をㄪᩚするには

䐟

䐠

⮬ືタ定

䝪タン䛜౽฼です

ᥥ⏬᮲௳をタ定するには、

䐡を㑅び、䐢でᩚ数型をᣦ定

䐢 䐡

䐟

䐠
䐡

䐡
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䐟～䐣を変᭦する前ᚋの䜾ラ䝣をୗに例♧します。タ定例
上図䐟～䐣を変᭦する前ᚋの䜾ラ䝣をୗに例♧します。タ定例

変᭦前 変᭦ᚋ

変᭦前 変᭦ᚋ

䐟

䐠

䐡

䐢 䐣

䐟

䐠
䐡

䐢

䐣

ᮅ㣗๓ ᮅ㣗ᚋ ᫨㣗๓ ᫨㣗ᚋ

15�2

15�4

15�6

15�8

16�0

16�2

16�4

᳨
ᰝ

;

ಶయ1 ಶయ2
ಶయ� ಶయ�
ಶయ5

ᮅ
㣗
๓

ᮅ
㣗
ᚋ

᫨
㣗
๓

᫨
㣗
ᚋ

15�2

15�4

15�6

15�8

16�0

16�2

16�4

᳨
ᰝ

;

ಶయ1 ಶయ2
ಶయ� ಶయ�
ಶయ5

⑤

④
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䐟～䐢を変᭦する前ᚋの䜾ラ䝣を例♧します

䕔 ᗘ数分布図

䕔 一ḟ元散布図

䕔 ᖏ䜾ラ䝣

䝏䜵ックするとᖹᆒ್と標準偏差に基䛵䛔
てṇつ分布曲線を⾲♧します

䐠理ㄽ曲線

ᗘ数分布図の分๭ᴫ数をᣦ定します。

䐟分๭のᴫ数

䐟

䐠
䐡

䐢

䐣

䐤
䐥

4

5

6

7

8

�

2

3

4

5

4 5 6 7 8 �

4

6

8

10

12

14

16

18

2 3 4 5 4 6 8 10 12 14 16 18

TP Alb &D

T
P

A
l
b

&
D

6

7

8

TP

3�4

3�6

3�8

4�0

4�2

4�4

4�6

6 7 8

8�5

��0

��5

10�0

Alb

3�4 3�6 3�8 4�0 4�2 4�4 4�6 8�5 ��0 ��5 10�0

&D

㦵⢒㧼⑕

TP Alb &D

T
P

A
l
b

&
D

䐟 䐠

䐡

䐢

2変量で᭷ຠ

䐣䜹テ䝂䝸ྡ䝣䜷ン䝖

䐤ᗘ数・比⋡⾲♧䝣䜷ン䝖

䜹テ䝂䝸ྡ⾲♧⏝の䝣䜷ン䝖と䛭の䝃イ䝈をᣦ定します

䜹テ䝂䝸のᗘ数・比⋡、群ྡ・変数ྡのᚋのデータ数⾲
♧⏝の䝣䜷ン䝖と䛭の䝃イ䝈をᣦ定します。
群ྡ・変数ྡのᚋにデータ数を⾲♧するには、䛂テ䜻ス䝖
⾲♧䛃の䛂群ྡ・変数ྡのᚋにデータ数を⾲♧䛃を䝏䜵ッ
クしてୗ䛥䛔。

䐥ⓒ分⋡䝰ードで䜒ᗘ数を⾲♧
ⓒ分⋡とᗘ数をేグします

䐣

䐤
䐥

タ定例

群ูのグ号䜔Ⰽは でタ定します

」数のᗘ数分布図を上ୗに配置するሙ
合、䛭の間㝸を᭱኱ᗘ数のఱಸとする䛛を
ᣦ定します（側方視点のሙ合に᭷ຠ）

䐡ᗘ数分布間の㝽間ㄪᩚ

変᭦し䛯⟠ᡤ 変᭦前 変᭦ᚋ

䐟ಙ㢗ᇦの⾲♧方法 回帰直線 ➼☜⋡ᴃ෇

䐠相関行列図ᑐゅ㒊 変数ྡ 点列図

䐡᭱ୗ఩᱆䜈஘数を付ຍして㻚㻚㻚 䝏䜵ックなし 䝏䜵ックあり

䐢多群をྠ᫬にᥥ⏬する 䝏䜵ックなし 䝏䜵ックあり

一⯡に、䛣の で変数ẖに、⾲♧ᇦと分๭数のᣦ定をお່䜑します。

䐡
a b

a
b

 

䐠

䐢ᡴ点の஘数᣺り分䛡ᶵ能

ཎデータ（᣺り分䛡なし） ᆶ直䠖஘数 ᆶ直䠖ᗘ数配置

Ỉᖹ䠖஘数 Ỉᖹ䠖஘数 䠇 ᆶ直䠖஘数 Ỉᖹ䠖஘数 䠇 ᆶ直䠖ᗘ数配置

で変数ูᣦ定䛜あ䜜䜀、䛭䜜をඃඛ

Ỉᖹ஘数では、ᑠ数఩の１䛴ୗの᱆に஘数をຍ䛘て䜾ラ䝣⾲♧します。例䛘䜀、ᑠ数఩䛜1で、㻜㻚1้䜏でグ㘓䛥䜜
䛯数್のと䛝、-㻜㻚㻜㻡～㻜㻚㻜㻠の⠊ᅖの一ᵝ஘数を付ຍして、䜾ラ䝣⾲♧し、点の重なりを㜵䛞ます。
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䐟

䐠

䐡

䐢

䛣の䠷統計量⾲♧タ定䠹の一㒊は、
䜾ラ䝣形式タ定䝟䝛ル䛛䜙䜒行䛘ます

※点列図のሙ合に䜒散布ᗘを⟽で⾲♧で䛝ます䛜、䜂䛢は⾲♧しま䛫䜣

䐟～䐢を変᭦する前ᚋの䜾ラ䝣を例♧しますタ定例

䐡で変数ྡの⾲♧㛗を（A）、（B）、（C）の3㏻りにタ定タ定例3

䐟

䐠

䐡

䜾ラ䝣タ定を䝣䜯イル䜈ಖ存し䛯り、
䝣䜯イル䛛䜙ㄞ䜏㎸䜣䛰りで䛝ます。

（A）

（B）

（C）

�5 0 5 10 15 20 25

ኚᩘྡ

�5 0 5 10 15 20

㛗࠸ኚᩘ

0 5 10 15 20

㠀ᖖ࡟㛗

����

����

��8�

�5 0 5 10 15 20 25

ኚᩘྡ

�5 0 5 10 15 20

㛗࠸ኚᩘa

0 5 10 15 20

㠀ᖖ࡟㛗a

����

����

��8�

�5 0 5 10 15 20 25

ኚᩘྡ

�5 0 5 10 15 20

㛗࠸ኚᩘྡ

0 5 10 15 20

㠀ᖖ࡟㛗࠸ኚᩘྡ

����

����

��8�

᭱኱の⾲♧ᩥᏐ数をᣦ定 ⾲♧ᩥᏐ数をῶ䜙してᯟෆに཰䜑る 䝣䜷ン䝖䝃イ䝈をᑠ䛥䛟して⾲♧ᯟに
཰䜑る

᭱኱⾲♧ᩥᏐ数（༙ゅ）を㻤ᩥᏐにไ㝈 ධり䛝䜙な䛔㒊分は┬␎䛥䜜ます ධり䛝䜙な䛔ሙ合は䝣䜷ン䝖䝃イ䝈
をᑠ䛥䛟し、඲体を⾲♧します

ෆᯟ㻛እᯟ比の᭱ᑠ್を㻜㻚㻣にタ定

変᭦し䛯⟠ᡤ 変᭦前 変᭦ᚋ

䐟୰ᚰ఩置の㛗䛥 標準 標準䠇1

䐠䜂䛢を⾲♧（※） 䝏䜵ックなし 䝏䜵ックあり

䐡㡿ᇦᖜのㄪ⠇ 1㻚㻜 1㻚3

䐢ཧ↷ᇦ2౑⏝、ཧ↷ᇦ3౑⏝ 䝏䜵ックなし 䝏䜵ックあり

䐠で多変量図の配置を䠷標準䠹䛛䜙
列数ඃඛ䜈変᭦

タ定例2

䐟で඲体ⓗな線のኴ䛥を1㻚㻜䋻2㻚㻜に変᭦タ定例1

変᭦前 変᭦ᚋ

እᯟ
ෆᯟ

ཧ↷ᇦの⾲♧タ定は で行䛔ます

㻔A㻕 㻔B㻕 㻔C㻕

୰ኸ್、㻵㻽Rを⾲す⟽図 ୰ኸ್、㻵㻽R、2㻚㻡㻑点、㻥㻣㻚㻡㻑点を⾲す⟽䜂䛢図
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分㢮⏝変数でデータを群分䛡し、௚の変数の್を群ẖに集計するᶵ能をクロス集計と࿧びます。⿕集計変
数の型䛜␗な䛳て䛔て䜒、⮬ືุ定により一Ẽに集計で䛝、群間差の検定䜒ྠ᫬にᐇ行で䛝ます。

⿕集計変数をᣦ定䐠 

分㢮変数をᣦ定䐟

分㢮基準をタ定します。3䛴までᣦ定で䛝ます。ྛ基準の䜹テ䝂䝸ー数をk1㻘 k2㻘 k3 とすると、

ฟຊ⾲の列数は、k1îk2îk3となり、⥲計䜔検定⤖ᯝḍをྵ䜑ると㻔k1㻗1㻕î�k2㻗1㻕î�k3㻗1㻕なります。

クロス集計に⤌䜏㎸䜐ᑐ㇟変数を、ೃ⿵䛛䜙㑅ᢥします。

䐟

䐠

䐡 䐢
䐣

計算・ฟຊ方法をᣦ定

䖃 集計法䐡 䖃 検定法䐢

集計⏝統計量をᣦ定䐡 䠖数್型と䜹テ䝂䝸ー型に分䛡てᣦ定（ྑ頁ཧ↷）
群間差検定の方式をᣦ定䐢 䠖変数型にᛂ䛨䛯検定法をᣦ定（ྑ頁ཧ↷）
㏣ຍ᝟ሗ（ฟຊ形式）をᣦ定䐣 䠖⥲計䜔群間差検定⤖ᯝの⤖ᯝをฟຊする䛛ᣦ定

䖃 変数型で䜾ルー䝥分䛡䠖　数್型䜔䜹テ䝂䝸ー型㡰に୪䜉᭰䛘䜙䜜て⾲♧䛥䜜ます。

䐤

計算をᐇ行する䐤 

䐥

䜹テ䝂䝸ーྡ䜔୪びを⦅集䐥

クロス集計⾲に⾲♧する、䜹テ䝂䝸ーྡ
䜔䛭の୪びをᣦ定で䛝ます

䖃 䠎䛴の基準変数でクロス集計し䛯例

年௦（2層）、ⰼ⢊⑕の᭷↓で㻠㏻りに集計し、検定⤖ᯝ䜒ྠ᫬ฟຊ、数್型は䝜ン䝟ラ䝯䝖䝸ック法で検定

䠎್型䜔䝴ーザー型では検定方法はᅛ定です。
段階型とᩚ数型・ᐇ数型では、䝟ラ䝯䝖䝸ック検定法
と䝜ン䝟ラ䝯䝖䝸ック検定法を㑅ᢥで䛝ます。

連⥆変数では、データ数䜔ᖹᆒ、SD௨እに、୰ኸ
್䜔ᅄ分఩⠊ᅖ、䝟ー䝉ンタイル್な䛹௵ពの数
の統計量をᣦ定で䛝ます。᭷ຠ᱆数は、䝅ステ䝮タ
定でㄪᩚします。
䜹テ䝂䝸型では、ᗘ数㻔n㻕と䛭の比⋡㻔㻑㻕の⤌合䛫を
ᣦ定します。䠂⾲♧にᑐしては䛭の⾲♧᱆数をタ

定で䛝ます。
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行分㢮変数を㑅ᢥ

列分㢮変数を㑅ᢥ

⿕集計変数を㑅ᢥ

頁分㢮変数を㑅ᢥ

䛥䜙に、行䜔列とྠ䛨ឤぬで䝨ージ方ྥに分๭で
䛝ます。

行分㢮変数の䜹テ䝂䝸のᵓ成をᖏ䜾ラ䝣、Წ䜾
ラ䝣、ᗘ数⾲♧形式図の䛔䛪䜜䛛で図♧しま
す。

行分㢮変数の䜹テ䝂䝸を⦪軸に配置し、列分㢮
変数の䜹テ䝂䝸のᵓ成をᖏ䜾ラ䝣、Წ䜾ラ䝣、ᗘ
数⾲♧形式の䛔䛪䜜䛛で図♧します。

分㢮変数でస成䛥䜜る༊⏬（ᕥの例では㻡行㽢2
列の1㻜༊⏬）䛤とに、⿕集計変数に関する䜾ラ䝣
をస成します。
⿕集計変数䛜数್型の᫬は、点列図、ᗘ数分布
図、グ号䜂䛢図、⟽図、⟽䜂䛢図の䛔䛪䜜䛛で
分布を図♧します。

⿕集計変数䛜䜹テ䝂䝸型のሙ合は、⿕集計変数
の䜹テ䝂䝸のᵓ成をᖏ䜾ラ䝣、Წ䜾ラ䝣、ᗘ数⾲
♧形式䛪の䛔䛪䜜䛛で図♧します。

（┬␎可）

（┬␎可）

（┬␎可）

䐟䜾ラ䝣形式を変᭦

䐟

䐠 䐡
行、列、頁分㢮変数の⾲♧する䜹テ䝂䝸
と䛭の㡰ᗎをᣦ定で䛝ます。

䐠要⣲㝈定

クロス集計⾲の䠷検定䠹䝪タンで計数್の検定䛜
で䛝ます。（ᗘ数のሙ合の䜏）

ᣦ定䛥䜜䛯分㢮変数、⿕集計変数にᚑ䛔、クロス集
計⾲をస成で䛝ます。

䐡クロス集計⾲をస成

�
1

2
�

�

㣧
㓇

ᗘ

�
1

2
�

�

㣧
㓇

ᗘ

�
1

2
�

�

㣧
㓇

ᗘ

�
1

2
�

�
5

㣧
㓇

ᗘ

�
1

2
�

�
5

㣧
㓇
ᗘ

点列図 ᗘ数分布図

⟽䜂䛢図 ⟽図

グ号䜂䛢図

䖃⿕集計変数䛜数್型

䖃⿕集計変数䛜ᮍ㑅ᢥま䛯は䜹テ䝂䝸型

ᖏ䜾ラ䝣 ᗘ数配置図

Წ䜾ラ䝣
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変量ู（群ู）に、データの分布型（ṇつᛶ）のホ౯に฼⏝します。
ṇつᛶの検定と䜉䛝஌変換による分布のṇつ໬にᑐᛂして䛔ます。

䜉䛝஌್pには、変換䛜な䛔ሙ合1㻚㻜、分布䛜㧗್側䜈ᗈ䛜るሙ合は
1㻚㻜より䜒ᑠ䛥な್を、㏫にప್側にᗈ䛜るሙ合は1㻚㻜より䜒኱䛝な್を
ᣦ定します。変換ཎ点aは、᭱ᑠ್より䜒ᑠ䛥な್をタ定します。

xは変換前の್、pは䜉䛝஌್、aは変換ཎ
点、㼄は変換ᚋの್です。

Box-Cox方式による䜉䛝஌変換式

１）㼨ṍᗘ㼨㻨㻜㻚㻡 䛛䛴 㼨ᑤᗘ㼨㻨㻜㻚㻡
䠎）ṇつ☜⋡⣬の⦪軸㻔⣼✚ᗘ数⋡㻕の1㻜～㻥㻜の

⠊ᅖに直線ᛶをㄆ䜑る

回帰方式のᣦ定

䐟変数をỴ䜑る

x軸とy軸の変数をỴ䜑ます。 ୰ኸの 㼄䋽㼅 でධ䜜換䛘で䛝ます。

䐡䜾ラ䝣の⾲♧方法をᣦ定（線形関形式では直線ಙ㢗ᇦは⾲♧䛥䜜ま䛫䜣）

ኚ
ᩘ

<

ኚ
ᩘ

<

ኚ
ᩘ

<

ኚ
ᩘ

<

ኚ
ᩘ

<

೫
ᕪ

ᡴ点の䜏 回帰直線 直線ಙ㢗ᇦ（回帰係数⏝）

➼☜⋡ᴃ෇ 偏差図

直線ಙ㢗ᇦ（個ู点⏝）

p 㻩 1、a 㻩 㻜

Ⓩ㘓前 Ⓩ㘓ᚋ

p 㻩 㻜、a 㻩 㻜

ᐇᅾデータの᭱ᑠ್
（䜉䛝஌変換の変換ཎ点

は、᭱ᑠ್よりᑠ䛥䛟ᣦ定）

䐟

䐠

䐡

䐢

䐣

䐤
䐥

䐦

䐧

䐟でᑐ㇟変数を㑅ᢥ

ṇつ分布

分布のṇつᛶのุ定

ṇつ分布でな䛔
変換前䐠、変換ᚋ䐡の分布図、ṇつ
☜⋡⣬䐢、ṇつ検定䐣を฼⏝します。

䜉䛝஌್䐤、変換ཎ点䐥をᣦ定
（ୗグᯟෆཧ↷）

䐦で変換をⓏ㘓

䐧をᢲすと、䜉䛝஌変換のⓏ㘓䛜データ
䝅ー䝖に཯ᫎ䛥䜜ます。⤊஢

䐟

䐠

䐡

䐢

䐠で回帰方式をᣦ定

䐢で分析ฟຊ

䝏䜵ックし䛯㡯┠に䛴䛔て分析⤖ᯝをฟຊします。䠷ヲ⣽ฟຊ䠹を䝏䜵ックすると回帰係数のಙ㢗༊間をฟຊし
ます（線形関形式のሙ合は、bootstrap䜒䝏䜵ック）。

ᴟ➃್䝬ー䜻ン䜾

ᴟ➃್検ฟ法㻔3法㻕を㑅䜣
で、㼇ᴟ➃್䝬ーク㼉䝪タンを
ᢲすと、䜉䛝஌変換ᣦ定に
基䛵䛝ᴟ➃್を検ฟし、䝠
ス䝖䜾ラ䝮（散布図）䜔デー
タ⾲に䝬ークします。
㼇䝬ーク್を㝖እ㼉䝪タンで䛭
のデータを๐㝖で䛝ます。

䛆ὀ䛇本ᶵ能は、分布のṇつᛶ
を前ᥦとして䛔ます。ᚲ䛪分布
の୰ኸ㒊䛜ṇつ分布と見な䛫
る䛣とを☜ㄆして฼⏝してୗ䛥

䛔。

分布のṇつᛶの⡆ุ᫆定法
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ᙜヱ変数の್で、௵ពの䠎群を䛹の⛬ᗘの⢭ᗘで分ูで䛝る䛛を分析するᶵ能をᥦ౪します。
䜹ッ䝖䜸䝣್を段階ⓗに変໬䛥䛫䛯ሙ合に、䠎群のุูᗘ（ឤᗘ、≉␗ᗘ、ⓗ୰⋡、䜸ッ䝈比、ᑬᗘ比）
の変໬の一ぴおよびROC曲線を⾲♧します。

 ᐇ行᮲௳のᣦ定

඲頁一ᣓ処理
　䜾ラ䝣⾲♧・ฟຊにお䛔て、඲変数をᑐ㇟にする䛛を
タ定します。䝏䜵ックすると、ROC曲線をᥥ䛡る変数䛜
」数あるሙ合に、䛭䜜䜙をྠ᫬ᥥ⏬します。

　ྛ変数のᡴ点グ号䜔線のⰍ䜔種㢮を変᭦するには、䜾ラ
䝣上でྑク䝸ックし、䛂変数ูᥥ⏬᮲௳のタ定䛃をᐇ行して䛟䛰

䛥䛔。

ฟຊ間㝸
䜹ッ䝖䜸䝣್を⛣ືする間㝸をᣦ定します。
１のሙ合、重」のな䛔䜹ッ䝖䜸䝣್を඲て฼⏝

します。䠎௨上にすると、䛭の๭合でデータを間
ᘬ䛝ます。例䛘䜀䠏とし䛯ሙ合、䜹ッ䝖䜸䝣್を䠏
䛴お䛝に฼⏝します。ణし、ฟຊ⾲はᑠ䛥䛟なり
ます䛜、曲線ୗ㠃✚の計算⢭ᗘ䛜పୗします。

ุู群・ᑐ↷群のᣦ定

ᑐ㇟となる䠎群をᣦ定します。

ROC曲線（多変量一ᣓ処理）

ROC曲線 㻛 ឤᗘ・≉␗ᗘ曲線のษり᭰䛘

ROC曲線
　⦪軸をឤᗘ、ᶓ軸を1-≉␗ᗘとするROC曲線を
ᥥ⏬します。」数の変数をྠ᫬にᥥ⏬で䛝ます。

ឤᗘ・≉␗ᗘ曲線

曲線໬㠃✚（AUC）
　ROC曲線のྑୗ側の㠃✚の್で、ᙜヱ変数により、䠎群のุู䛜䛹の⛬ᗘ䛖ま䛟行䛘る䛛を♧します。
㻜㻚㻡～1㻚㻜の್をとり、1㻚㻜に㏆䛔䜋䛹ุูᗘ䛜㧗䛔䛣とになります。

䐠のᐇ行᮲௳にて඲頁一ᣓ処理を㑅ᢥし、䛛䛴変数䛜」数あるሙ合に、඲ての変数にᑐしてAUCを
計算し、䛥䜙に඲変数間でAUCの差の検定を行䛔ます。

ฟຊ

 ฟຊ㡯┠に䝏䜵ックをධ䜜、㼇計算ฟຊ㼉䝪タンをᢲすと、ྑ頁の䛂⤖ᯝฟຊ䛃䛜統計᝟ሗにグ㘓䛥䜜ます。

分析⤖ᯝ
　ྛ䜹ッ䝖䜸䝣್にᑐし、௨ୗのᣦ標をฟຊします。⏝ㄒㄝ᫂は、ุู群㻩⑌ᝈ群、ᑐ↷群㻩㠀⑌ᝈ群として䛔ます。

ឤᗘ・≉␗ᗘ 㻦 ឤᗘは⑌ᝈ群の㝧ᛶ⋡、≉␗ᗘは㠀⑌ᝈ群の㝜ᛶ⋡

㻗ⓗ୰⋡ 㻦 㝧ᛶ⪅の୰の⑌ᝈを᭷する人の๭合

-ⓗ୰⋡ 㻦 㝧ᛶ⪅の୰の⑌ᝈを᭷する人の๭合

ᑬᗘ比 㻦 ⑌ᝈ群の㝧ᛶ⋡㻛㠀⑌ᝈ群のഇ㝧ᛶ⋡

䜸ッ䝈比 㻦 ⑌ᝈ群の㝧ᛶ䜸ッ䝈㻛㠀⑌ᝈ群䛜ഇ㝜ᛶ䜸ッ䝈

a ～ d 㻦 ྑの2㽢2分๭⾲のa～dに相ᙜ

独立多群型の側方視点でᐇ行で䛝ます。
データベース型䛛䜙、群分䛡し䛯ሙ合は、側方
視点䛛䜙、䛭のままᐇ行で䛝ます。　

データ形式の☜ㄆ

⤖ᯝฟຊ
ᡭ㡰㻠で䝏䜵ックし䛯㡯┠にᚑ䛔、௨ୗのよ䛖にฟຊ䛥䜜ます。
　　（㼇඲頁一ᣓ処理㼉を䝏䜵ックし䛯ሙ合のฟຊ例の一㒊を、例♧します）

ឤᗘ・≉␗ᗘ
　⦪軸を比⋡、ᶓ軸を䜹ッ䝖䜸䝣್とする、ឤᗘと≉
␗ᗘの䜾ラ䝣を⾲♧します。」数の変数にᑐする
重䛽合䜟䛫⾲♧はで䛝ま䛫䜣。

ᡴ点を⾲♧䠖
䜹ッ䝖䜸䝣್をᡴ点で⾲す䛛䛹䛖䛛をᣦ定します。

㼇඲頁一ᣓ処理㼉を䝏䜵ックし䛯ሙ合、曲線ୗ㠃✚および差の検定⤖ᯝを⾲♧します。

䈈
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䜹テ䝂䝸型（2್型、段階型、䝴ーザ型）、ቃ⏺
್をⓏ㘓し䛯数್型の列䝦ッ䝎をྑク䝸ック

⾲♧䛥䜜䛯䝯䝙ュー䛛䜙䛂䝎䝭ー変数䛃を㑅ᢥ

䝎䝭ー変数స成䝟䝛ル⾲♧

x䛰䛡ではyを༑分ㄝ᫂で
䛝て䛔ま䛫䜣

U 㻦 ༢相関係数

Dをຍ䛘る䛣とで、yをよりⓗ☜にㄝ
᫂で䛝るよ䛖にな䛳て䛔ます

5 㻦 重相関係数

ᛶ差による 䡕 の変໬量

䝎䝭ー変数（D）の䜾ラ䝣上のព࿡

回帰係数b3䛜᭷ពな䜙䜀஺互స⏝䛜ある䛣とになります

䝎䝭ー変数（D）の䜾ラ䝣上のព࿡䠖஺互స⏝᭷りのሙ合

஺互స⏝とは、䛣の例ではyとxの関係
（ഴ䛝）䛜、変数Dの್によ䛳て変໬する
䛣とをᣦします

䐟 䜹テ䝂䝸ྡ（䝎䝭ー変数ྡ）

స成する䝎䝭ー変数のྡ前をタ定します。
標準では䜹テ䝂䝸ྡ䛜䛭のまま౑⏝䛥䜜ます。

䐠 䝁ーディン䜾方法のᣦ定

䝁ーディン䜾方法（ูᯟ）をᣦ定します

䐡基準䜹テ䝂䝸のᣦ定

基準䜹テ䝂䝸を㑅ᢥします。
基準䜹テ䝂䝸にᑐして䜒䝎䝭ー変数をస成する
ሙ合には䐢を䝏䜵ック。
（䛯䛰し、reference codingሙ合の䜏᭷ຠ）

䝎䝭ー変数のタ定

2種㢮の䝁ーディン䜾方法

䜹テ䝂䝸䛜k種㢮あるሙ合は、k�1個の䝎䝭ー変数䛜స成䛥䜜ます。
（䛰䛯し、Reference codingを㑅ᢥし䐢に䝏䜵ックし䛯ሙ合はk個స成䛥䜜ます）

基準䜹テ䝂䝸

2䜹テ䝂䝸のሙ合

k䜹テ䝂䝸のሙ合

㻔1変数స成㻕

Reference codingのሙ合

㻔k㻩㻠のሙ合 䊻 3変数స成㻕

元の変数 䝎䝭ー変数
ᛶู ዪᛶ

⏨ᛶ 㻜

ዪᛶ 1

元の変数
⾑ᾮ型 B型 O型 AB型

A型 㻜 㻜 㻜

B型 1 㻜 㻜

O型 㻜 1 㻜

AB型 㻜 㻜 1

స成する変数

2䜹テ䝂䝸のሙ合

k䜹テ䝂䝸のሙ合

㻱ffect codingのሙ合

元の変数 䝎䝭ー変数
ᛶู ዪᛶ

⏨ᛶ -1

ዪᛶ 1

元の変数
⾑ᾮ型 B型 O型 AB型

A型 -1 -1 -1

B型 1 㻜 㻜

O型 㻜 1 㻜

AB型 㻜 㻜 1

స成する変数

䐟

䐡䐠

䐢
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┠ⓗ変数を㑅ᢥする 䐟 　回帰䝰デルの┠ⓗ変数を㑅ᢥします。

ㄝ᫂変数を㑅ᢥする 䐠

　回帰䝰デルに⤌䜏㎸䜐ㄝ᫂変数を、ೃ⿵䛛䜙㑅ᢥします。
ステッ䝥ᐇ行᫬の᭷ຠデータ数は䛂n 㻩 䕕䛃に⾲♧䛥䜜ます。

㼇 㻪 㼉 㻦 ೃ⿵୰の㑅ᢥ㡯┠を㏣ຍ
㼇 㻪㻪 㼉 㻦 ඲てのೃ⿵を㏣ຍ

㼇 㻨㻨 㼉 㻦 ඲てのㄝ᫂変数をೃ⿵にᡠす
 㼇 㻨 㼉 㻦 㑅ᢥし䛯ㄝ᫂変数をೃ⿵にᡠす

　変数ྡの前の䝏䜵ックをධ䜜ると、䛂変数⮬ື㑅ᢥᐇ行䛃
᫬に㝖እ䛥䜜な䛟なります。年齢、ᛶูな䛹、௚のㄝ᫂変数
との関連䛜᝿定䛥䜜る変数は、ไᚚ変数として䝏䜵ックをධ
䜜ます。

a㻚 ステッ䝥ᐇ行 b㻚 変数⮬ື㑅ᢥᐇ行

㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数䛛䜙なる重回帰䝰デルをస成
し、分析⤖ᯝ（重回帰分析⾲）をฟຊします。ฟຊ䛥
䜜る᝟ሗと、䛭の解㔘は䛂⤖ᯝฟຊ䛃の㏻りです。

㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数の୰䛛䜙、᭱㐺な䝰デルを
⮬ືⓗに㑅びます。ᐇ行法な䛹のタ定は
䐢 㼇変数⮬ື㑅ᢥᐇ行㼉タ䝤でタ定します。

඲ㄝ᫂変数をᣦ定すると、回帰に⏝䛔䛯ㄝ᫂変数

の್をྠ᫬にฟຊします。

䖃 ᑐ㇟頁　のᣦ定で、ᚓ䜙䜜䛯回帰式を、␗なる

頁のデータに㐺⏝してண ್を算ฟで䛝ます。

䖃 ฟຊඛ

テ䜻ス䝖䝣䜯イル䠖䝣䜯イルྡのᣦ定䛜ᚲ要です。

SF形式䠖StatFlexのデータ䝅ー䝖䛜స成䛥䜜ます。

䖃 ㏣ຍฟຊ

ṧ差（ண ್ーᐇ ್）䜔ㄝ᫂変数の್䜒ྠ᫬

ฟຊする䛛をᣦ定します。

䐣 分析⤖ᯝのヲ⣽ฟຊ

䖃 㝈⏺P್
ステッ䝥䝽イ䝈法で、ㄝ᫂変数を䝰デルにṧす
㝈⏺とする᭷ព☜⋡をᣦ定します。

　

ㄝ᫂変数のೃ⿵として上䛜䛳て䛔る඲て㡯┠に
䛴䛔て、㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数をᅛ定して⮬ືⓗ
に重回帰分析を一ᣓして行䛖ᶵ能です。ฟຊの
᭱ᚋに、std䃑䜔P್の一ぴ⾲をฟຊします。

䐢 ᐇ行タ定

䖃 ステッ䝥䝽イ䝈法
㑅ᢥ䛥䜜て䛔るㄝ᫂変数を、㑅ᢥ㡰に䝰デルに

⤌䜏㎸䜏、P್䛜䐤の㝈⏺್より䜒ᑠ䛥䛔変数を
䝰デルに⤌䜏㎸䜏ます。䛣の㐣⛬を、䠏回繰り返す
䛣とで、᭱㐺な䝰デルをᵓ⠏する方法です。

䐡 計算をᐇ行する

䜸䝥䝅䝵ンタ定

重回帰分析は、一群のㄝ᫂変数㻔x1～xk㻕と┠ⓗ変数㻔y㻕 の関係を分析するሙ合に฼⏝します。

例䛘䜀、HD㻸-C㻔ၿ⋢䝁䝺ステロール㻕 を┠ⓗ変数とし、ㄝ᫂変数としてタ定し䛯年齢、ᛶู、ႚ↮ᗘ、㣧
㓇ᗘ、⫧‶ᗘ㻔BM㻵㻕 の䛹䜜䛜直᥋ⓗに関係する䛛を分析するሙ合に฼⏝します。䛣のと䛝、HD㻸-C とྛ
ㄝ᫂変数の関係はḟ式で⾲䛥䜜ます。

䛣䛣で、係数ȕ1 ～�ȕ㻡 は偏回帰係数と࿧䜀䜜、個䚻のㄝ᫂変数（年齢～BM㻵）と┠ⓗ変数㻔HD㻸-C㻕 の関

係のᙉ䛥を、௚のㄝ᫂変数のᙳ㡪䛜な䛔形で⾲して䛔ます。例䛘䜀、ȕ1 は年齢とHD㻸-C の関係を、ᛶ

ู・ႚ↮ᗘ・㣧㓇ᗘ・BM㻵 の差␗にᙳ㡪䛥䜜な䛔形で⾲して䛔ます。一方、ȕ㻜 は定数㡯で、ㄝ᫂変数で
ㄝ᫂で䛝な䛔㒊分の኱䛝䛥を⾲します。

y = β0 + β1x1+ β2x2 + … +  βkxk 

HDL-C = β0 + β1(年齢)+ β2(ᛶู) +  β3(㣧㓇ᗘ) +  β4(ႚ↮ᗘ) + β5(BMI)  

䐟

䐠

䐡

䐢

䐧

䐣

䐤 䐥

←䐦

標準偏回帰係数のಙ㢗༊間䜔多重ඹ線ᛶᣦ標䛜ᚲ要なሙ合に䝏䜵ックします。

ㄝ᫂変数間の相関䛜ᙉ䛔と多重ඹ線ᛶにより␗ᖖ解となります。䛭の≧ἣは、多

重ඹ線ᛶホ౯ᣦ標㻔㼂㻵F㻘 CN㻕䛛䜙᥎定で䛝ます。 分散ᣑᙇ係数㼂㻵F㻪1㻜䜔᮲௳␒

号CN㻪3㻜のሙ合、多重ඹ線ᛶ䛜生䛨て䛔る可能ᛶ䛜㧗䛟なります。

䖃 ඲⤌䜏合䜟䛫法
඲ㄝ᫂変数の⤌合䛫で回帰䝰デルをసり、᭱䜒㐺

合ᗘのⰋ䛔䜒のを⮬ື㑅ᢥします。計算ᡤ⏝᫬間を
⪃៖し、ㄝ᫂変数の᭱኱数は、ึᮇ್䛜1㻜です。

䐥 ண ್ฟຊ

䐤 ㄝ᫂変数ᅛ定ᐇ行
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a㻚 標準偏回帰係数比較図

䠾䠊P್比較図

c㻚 ண ್㐺合ᗘ

㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数にᑐして、䡏ｔ䡀（䃑㻕್を
ฟຊし䛯グ号㧨をస成します。㧨のᖜはಙ㢗
༊間で、タ定್にᚑ䛳て⾲♧䛥䜜ます。

䖃 std䃑⾲♧ᇦ⮬ືタ定

d㻚 分析⤖ᯝ図⾲♧タ定

　㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数にᑐして、ྛP್をᲬ
䜾ラ䝣で⾲♧します。ᶓ軸はᑐ数┠┒でP್
䛜㻜㻚㻜㻜1ᮍ‶はᣦ数形式⾲♧します。1㻜-1㻜ᮍ
‶の್は㉥Ⰽのᖏを⾲♧します。

┠ⓗ変数の観 ್㼅と、回帰䝰デル䛛䜙ண 
್䛥䜜䛯㼅の್（㻱㼅）の関係を2ḟ元散布図で
⾲♧します。相関係数は、重相関係数に相ᙜ
し、回帰䝰デルの㐺合ᗘを⾲します。

䝏䜵ックをእすと௵ពの⠊ᅖでstd䃑を⾲
♧する䛣と䛜で䛝ます。

䝏䜵ックをእすと௵ពの⠊ᅖでP್を⾲
♧する䛣と䛜で䛝ます。

䖃 P್⾲♧ᇦ⮬ືタ定

䐧 ⤖ᯝฟຊ

ኚᩘྡ 㸸ㄝ᫂ኚᩘྡࡢ๓

β 㸸೫ᅇᖐಀᩘࠊࡋ⾲ࢆಶࡢࠎㄝ᫂ኚᩘ࡜┠ⓗኚᩘࡢ࡜㛵㐃ࡢᙉࡍ♧ࢆࡉ

SE(β㸧 㸸βࡢᶆ‽ㄗᕪ

stdβ 㸸ᶆ‽೫ᅇᖐಀᩘࠊࡋ⾲ࢆ༢఩࡟౫Ꮡࠋ࠸࡞ࡋከ㔜ඹ⥺ᛶࠊ஺஫స⏝1− ࡤࢀࡅ࡞≦stdβ≦1
t-val 㸸┠ⓗኚᩘࡢ࡜㛵㐃ࡢ᭷ពᛶࠊ್࡛ࡍ⾲ࢆ㛵㐃ᛶࡀ㧗࡝࡯࠸㧗್

df   㸸 t್ࡢ⮬⏤ᗘ

P-val 㸸 t್ࢆ᭷ព☜⋡ࡁ⨨࡟᥮ࠊ್࡛ࡓ࠼㛵㐃ࡀᙉ࡝࡯࠸ప್

㔜┦㛵ಀᩘ㸦R) 㸸┠ⓗኚᩘࠊ࡜ᅇᖐࣔࡿࡼ࡟ࣝࢹண ್ࡢ࡜┦㛵ಀᩘ 㸦0≦R≦1㸧

Ỵᐃಀᩘㄪᩚᚋ 㸸Ỵᐃಀᩘ(=㔜┦㛵ಀᩘ2) ࠊࢆㄝ᫂ኚᩘࢆᩘࡢ⪃៖࡚ࡋㄪᩚࠊ್ࡓࡋ

㸦R2adj㸧 ࡣ㑅ᢥ࡛ࡢㄝ᫂ኚᩘࠋࡍࡲࡾ࡞࡜㧗್࡝࡯࠸㧗ࡀ㐺ྜᗘࡢࣝࢹࣔ      

ࠋࡍࡲࡋ㝖እࡤࢀࡍపୗࠊࡋṧࡤࢀ࠼ቑࡀ್ࡢࡇࠊ࡟⯡୍

β

SE(β)

0

䃑と t್の関係式

䃑と ᭷ពᛶの関係図

⑧ 䜾ラ䝣ฟຊ

䐣 多重ඹ線ᛶホ౯ᣦ標

ศᩓᣑ኱ಀᩘVIF㸸 ㄝ᫂ኚᩘ㛫ࡢ┦㛵ᛶࡢᙉࡍ⾲ࢆࡉᣦᶆ࡛VIFࡣvariance inflation factorࠋ␎ࡢpಶࡢㄝ᫂ኚᩘࡢ

ࠊࡤࢀࡵồࢆ㔜┦㛵ಀᩘ(Ri)ࠊ࠸⾜ࢆ㔜ᅇᖐศᯒ࡚ࡋ࡜ㄝ᫂ኚᩘࢆpͲ1ಶࡢ௚࡟ⓗኚᩘ┠ࢆ[i=1,2,.p](xi)ࡘ1ࡕ࠺

ᛶ⬟ྍࡿ࠸࡚ࡌ⏕ࡀᖖゎ␗ࡾࡼ࡟ከ㔜ඹ⥺ᛶࡓࡋ㛵ಀࡀᙜヱㄝ᫂ኚᩘࠊሙྜࡢ10௨ୖࡀVIFࠋࡍࡲࡁ࡛⟭ィ࡚ࡋ࡜

ࠋࡍࡲࡋุ᩿࡜ᖖ␗࡝࡯࠸ࡉᑠࠊࢀࡤ࿧࡜(tolerance;Tol)ࢫࣥࣛࣞࢺࠊࡣ㏫ᩘࡢVIFࡓࡲࠋࡍࡲࢀࡉุ᩿࡜࠸㧗ࡀ

᮲௳␒ྕCN㸸 ㄝ᫂ኚᩘ㛫ࡢ┦㛵ᛶࡢᙉࡍ⾲ࢆࡉᣦᶆ࡛CNࡣcondition numberࠋ␎ࡢ୺ᡂศศᯒࢆ฼⏝ࠊࡓࡋኚ

ᩘ㛫ࡢ┦஫㛵㐃ᛶ㸦ඹ㏻ᛶ㸧ࡢᙉุࢆࡉᐃࡿࡍ᪉ἲ࡛ࠋࡍpಶࡢㄝ᫂ኚᩘࢆ౑࡚ࡗ୺ᡂศศᯒࠊࡤ࠼⾜ࢆඖࡢኚᩘ

ᅛ᭷್ࡢ኱᭱ࠊ࡝࡯࠸ᙉࡀ㛵┦ࡢㄝ᫂ኚᩘ㛫ࡢpಶࠋࡍࡲࢀࡽᚓࡀᅛ᭷್ࡢpಶࡍ⾲ࢆࡉᙉࡢ㛵㐃࡞ⓗྜ⥲ࡢ࡜

Ȝmax᭱࡜ࠊᑠࡢᅛ᭷್λminࡀࣉࢵࣕࢠࡢ኱ࠊࡾ࡞ࡃࡁḟᘧࡢCNࡢࡑࢆᣦᶆࠋࡍࡲࡋ࡜

CN30ࡀ௨ୖࠊࡁ࡜ࡢ⥲ྜⓗ࡟ከ㔜ඹ⥺ᛶྍࡿ࠸࡚ࡌ⏕ࡀ⬟ᛶࡀ㧗ࠋࡍࡲࡾ࡞ࡃ
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⑌ᝈ群にᒓする☜⋡ p を┠ⓗ変数とし、䛭䜜に関連する要因（ㄝ᫂変数）をḟ式で⤌䜏合䜟䛫䛯の䛜多

重ロジスティック回帰䝰デルです。ྛㄝ᫂変数 xi のᐤ୚ᗘは回帰係数ȕi に♧䛥䜜ます。䛭の᭷ពᛶはȕi を

䛭の標準誤差SE(β) で๭䛳䛯್ z 䛜、ṇつ分布する䛣とを฼⏝してุ定します。

䐟

䐠

䐡

䐢

䐣

䐤

a㻚 ステッ䝥ᐇ行 b㻚 変数⮬ື㑅ᢥᐇ行

　㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数䛛䜙なる回帰䝰デルをస成
し、分析⤖ᯝ（回帰分析⾲）をฟຊします。ฟຊ䛥䜜
る᝟ሗと、䛭の解㔘は䛂⤖ᯝฟຊ䛃の㏻りです。

䐡 計算をᐇ行する

䐢 ᐇ行タ定

䖃 㝈⏺P್

䐤 䜸ッ䝈比ฟຊ

䐥ண ್ฟຊ

䖃 ステッ䝥䝽イ䝈法
　

ステッ䝥䝽イ䝈法で、ㄝ᫂変数を䝰デルにṧす㝈
⏺とする᭷ព☜⋡をᣦ定します。

඲ㄝ᫂変数の⤌合䛫で回帰䝰デルをసり、᭱䜒㐺
合ᗘのⰋ䛔䜒のを⮬ື㑅ᢥします。計算ᡤ⏝᫬間を
⪃៖し、ㄝ᫂変数の᭱኱数は、ึᮇ್䛜1㻜です。

䜸䝥䝅䝵ンタ定

䝏䜵ックをは䛪と、䠎್型、段階型のㄝ᫂変数に
㝈定して、変໬量１にᑐするORを計算します。

ORの計算は、ึᮇタ定では、ྛㄝ᫂変数䛜１
変໬し䛯ሙ合㻔䂴㻩1）に䛴䛔て計算䛥䜜ます。䂴の
ḍにᐇ⏝上ព࿡のある変໬量をᣦ定す䜜䜀、௨
㝆䛭の್䛜ORの計算で฼⏝䛥䜜ます。

回帰䝰デルにより計算䛥䜜るண ್㻱P　㻔⿕検群に
ᒓする☜⋡㻕をฟຊします。䝰デルをస成し䛯群とは、
ูの群にᑐしてண ್をฟຊする䛣と䜒可能です。

䖃 ᑐ㇟頁

䖃 ฟຊඛ

ண ್䝸ス䝖をస成するᑐ㇟となる群をᣦ定します。

テ䜻ス䝖䝣䜯イル䠖テ䜻ス䝖䝣䜯イルにฟຊ
䠯䠢形式䠖StatFlexのデータ䝅ー䝖形式でฟຊ

ㄝ᫂変数䠖回帰䝰デルにྵま䜜る඲ㄝ᫂変ᚲ要で数を㏣ຍฟຊ
ㄝ᫂変数௨እの変数䠖回帰䝰デルにྵまな䛔ㄝ᫂変数䜒㏣ຍฟຊ、ഴྥス䝁ア分析でᚲ要になります

　㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数の୰䛛䜙、᭱㐺な䝰デル
を⮬ືⓗに㑅びます。ᐇ行法な䛹のタ定は
䐢 㼇変数⮬ື㑅ᢥᐇ行㼉タ䝤でタ定します。

┠ⓗ変数を㑅ᢥする 䐟 　回帰䝰デルの┠ⓗ変数を㑅ᢥします。

ㄝ᫂変数を㑅ᢥする 䐠

　回帰䝰デルに⤌䜏㎸䜐ㄝ᫂変数を、ೃ⿵䛛䜙㑅ᢥします。
ステッ䝥ᐇ行᫬の᭷ຠデータ数は䛂n 㻩 䕕䛃に⾲♧䛥䜜ます。

㼇 㻪 㼉 㻦 ೃ⿵୰の㑅ᢥ㡯┠を㏣ຍ
㼇 㻪㻪 㼉 㻦 ඲てのೃ⿵を㏣ຍ

㼇 㻨㻨 㼉 㻦 ඲てのㄝ᫂変数をೃ⿵にᡠす
㼇 㻨 㼉 㻦 㑅ᢥし䛯ㄝ᫂変数をೃ⿵にᡠす

　変数ྡの前の䝏䜵ックをධ䜜ると、䛂変数⮬ື㑅ᢥᐇ行䛃
᫬に㝖እ䛥䜜な䛟なります。年齢、ᛶูな䛹、௚のㄝ᫂変数
との関連䛜᝿定䛥䜜る変数は、ไᚚ変数として䝏䜵ックをධ
䜜ます。

䐣 多重ඹ線ᛶホ౯ᣦ標㻔㼂㻵F㻘 CN㻕
ㄝ᫂変数間の相関䛜ᙉ䛔と多重ඹ線ᛶにより␗ᖖ
解となります。分散ᣑᙇ係数㼂㻵F㻪1㻜䜔᮲௳␒号
CN㻪3㻜のሙ合、多重ඹ線ᛶの可能ᛶ䛜㧗䛟なります。

䐥

䖃 ㏣ຍฟຊ

䜸ッ䝈比計算⏝デルタの⦅集

←䐦

䐧

䖃 ඲⤌䜏合䜟䛫法

䖃 ඲ㄝ᫂変数にᑐし䜸ッ䝈比㻔OR㻕をฟຊ

䖃 䜸ッ䝈比変໬量䂴のᣦ定

㑅ᢥ䛥䜜て䛔るㄝ᫂変数を、㑅ᢥ㡰に䝰デルに⤌䜏㎸䜏、P್䛜䐤の㝈⏺್より䜒ᑠ䛥䛔変数を䝰デル
に⤌䜏㎸䜏ます。䛣の㐣⛬を、䠏回繰り返す䛣とで、᭱㐺な䝰デルをᵓ⠏する方法です。
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変数ྡ 䠖 ㄝ᫂変数のྡ前
䃑 䠖 ┠ⓗ変数との関連のᙉ䛥を⾲す数್で、䝰デル୰の回帰係数に相ᙜ
S㻱㻔䃑） 䠖 䃑の標準誤差
䡖್ 䠖 㼦 㻩 䃑㻛S㻱（䃑）。ㄝ᫂変数の᭷ពᛶを⾲し、᭷ពᛶ䛜㧗䛔䜋䛹㧗್
P 䠖 㼦್を᭷ព☜⋡に置䛝換䛘䛯್で、関連䛜ᙉ䛔䜋䛹、ప್
䜸ッ䝈比 䠖 e䃑により計算䛥䜜る್で、ᙜヱㄝ᫂変数のデ᩿（ุู）能を⾲す
㻥㻡䠂ಙ㢗༊間 䠖 䜸ッ䝈比のಙ㢗༊間

䠝䠥䠟 㻦 䝰デルの㐺合ᗘを⾲すᣦ標です。Ⰻ䛔䝰デル䜋䛹ప್となります。
標準໬䛥䜜䛯ᣦ標ではな䛔䛯䜑、␗なるデータ䝉ッ䝖間で、A㻵Cの比較は↓ຠです。

AUC 㻦 స成し䛯䝰デルによるண ್㻱Pを౑䛘䜀、2群を䛹の⛬ᗘ㐺☜にุูで䛝る䛛を⾲し䛯್です。
㻜㻚㻡䛛䜙1㻚㻜の⠊ᅖをとり、1㻚㻜に㏆䛔䜋䛹回帰䝰デルのデ᩿ⓗ᭷⏝ᛶ䛜㧗䛔䛣とになります。

a㻚 䜸ッ䝈比（OR㻕比較図

䠾䠊P್比較図

c㻚 ROC分析

㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数にᑐして、䜸ッ䝈比の
ಙ㢗༊間をస成します。௵ពのデルタ್にᑐ
ᛂします。

䖃 OR⾲♧ᇦ⮬ືタ定

d㻚 分析⤖ᯝ図⾲♧タ定

　㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数にᑐして、ྛP್をᲬ
䜾ラ䝣で⾲♧します。ᶓ軸はᑐ数┠┒でP್
䛜㻜㻚㻜㻜1ᮍ‶はᣦ数形式⾲♧します。1㻜-12ᮍ
‶の್は㉥Ⰽのᖏを⾲♧します。

䝏䜵ックをእすと௵ពの⠊ᅖでOR⾲♧ᇦ
のᣦ定で䛝ます。

䝏䜵ックをእすと௵ពの⠊ᅖでP್を⾲♧
で䛝ます。

䖃 P್⾲♧ᇦ⮬ືタ定

回帰䝰デル䛛䜙ண 䛥䜜る㻱P（⿕検群にᒓする
☜⋡）䛛䜙ROC曲線をᥥ䛔て⾲♧します。ま䛯䝯
䝙ュータ定により、䝰デル୰の඲ㄝ᫂変数に䛴
䛔て個ูのROC曲線を重䛽てᥥ⏬で䛝ます。

䖃 ㄝ᫂変数にᑐして䜒ROC曲線を⾲♧

回帰ண ್㻱PにᑐするROC曲線の䜏に
㝈定するሙ合には䝏䜵ックをእします

䖃 ROC分析䝰ード

ROC曲線をᥥ䛟䝰ードとឤᗘ・≉␗ᗘ曲線
をᥥ䛟䝰ードをษり᭰䛘ます。ᚋ⪅は㻱Pにᑐ
しての䜏᭷ຠです。

䐧 ⤖ᯝฟຊ

䜸ッ䝈比㻔O㻵R㻕は、⮬ືではㄝ᫂変数の変໬量
（䂴）䛜１のሙ合に䛴䛔て計算䛥䜜ます。䝎䝭ー
変数のሙ合はOKです䛜、一⯡には計 ༢఩に
よ䛳てORのព࿡䛜␗なる䛯䜑、ㄝ᫂変数ẖに
ព࿡のある䂴್をᣦ定す䜉䛝です。䛣䜜には、
䡗䜸ッ䝈比計算の変໬量ᣦ定䠹䝪タンをᢲし、䂴
್を変᭦します。

⑧ 䜾ラ䝣ฟຊ 䜸ッ䝈比の比較図స成上のὀព点

䜸ッ䝈比計算⏝デルタの⦅集
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　⮫ᗋ◊✲にお䛔て、ᚋ䜝ྥ䛝ㄪᰝで、䠎䛴の἞⒪法の᭷ຠᛶの比較分析を行䛖ሙ合、䠎἞⒪法を㐺⏝᮲௳䛜
␗な䛳てお䜜䜀、ᖹ➼な比較になりま䛫䜣。䛭䛣で、἞⒪法の㐺⏝にᙳ㡪する要因（⫼ᬒ因子）を多重ロジステ
ィック回帰分析でㄪ䜉、一方の἞⒪法を㐺⏝する☜⋡をഴྥス䝁アとしてồ䜑ます。䛭して、2䛴の἞⒪群䛛䜙、
ഴྥス䝁ア䛜ྠ⛬ᗘである⑕例をᢳฟし、䛭䜜に㝈定して2἞⒪ຠᯝの比較を行䛔ます。　ഴྥス䝁ア分析のᛂ
⏝⠊ᅖはᗈ䛟、␗なる἞⒪法のデータ統合௨እに䜒、␗なる᪋タの⮫ᗋデータの統合に䜒฼⏝で䛝るます。

䐠 多重ロジスティック回帰で᪂⸆฼⏝の⫼ᬒ
   因子を分析

䐟 クロス集計で2἞⒪の⫼ᬒ因子を分析

䐡 ഴྥス䝁ア（㻱P）をฟຊ

 ᡭ㡰１䠖クロス集計⾲で、䠎䛴の἞⒪法㻔A㻘B㻕群の⫼ᬒ因子の差㐪を༢変量解析

 ᡭ㡰䠎䠖多重ロジスティック分析で䠎἞⒪群の⫼ᬒ因子を分析

 ᡭ㡰䠏䠖἞⒪A䛜౑䜟䜜る☜⋡䠖ഴྥス䝁ア（㻱P㻖）を、඲ㄝ᫂変数とඹにฟຊ

 ᡭ㡰䠐䠖ഴྥス䝁アを┠Ᏻに、䝬ッ䝏ン䜾ᶵ能で䠎἞⒪群䛛䜙䝬ッ䝏し䛯データをᢳฟ

 ᡭ㡰䠑䠖クロス集計⾲で、䝬ッ䝏ン䜾ᚋの䠎἞⒪群の⫼ᬒ因子およびணᚋを༢変量解析

 ᡭ㡰䠒䠖ᚲ要にᛂ䛨て、多変量解析で、䠎἞⒪法にお䛡るணᚋの差㐪を分析

例㢟䠖᪂⸆の᭷↓と、生࿨ணᚋの関係を、ᚋ䜝

ྥ䛝ㄪᰝでㄪ䜉䛯データ。᪂⸆の㌿帰（Ṛஸ）と
の関連を、἞⒪の⫼ᬒ因子（㻡変数）をᥞ䛘て比
較し䛯䛔。.HUHLDNHV�D-��AP�HHDUW�-�2����1�������1�

死亡 新薬 性別 ステント 糖尿病 心筋梗塞 駆出率

1 1 1 0 1 0 56
1 0 1 0 1 0 50
1 0 1 0 1 0 30
1 0 1 0 0 0 51
1 1 1 0 0 0 50

0 1 0 1 1 1 4�
0 1 0 1 0 1 45
0 1 0 1 0 1 15
0 1 0 1 0 1 0

1 0 ᳨ᐃ

1 231��33�1� 115��38�6� Ȥ2=2�783
0 467��66�9� 183��61�4� P=0�09530
1 492��70�5� 174��58�4� Ȥ2=13�796
0 206��29�5� 124��41�6� P=0�00020
1 143��20�5� 80��26�8� Ȥ2=4�859
0 555��79�5� 218��73�2� P=0�02750
1 125��17�9� 18��6�0� Ȥ2=23�922
0 573��82�1� 280��94�0� P=0�00000
n 698 298 W=-2�625

Mean 50�4 52�3 df=994
6D 10�4 10�3 P=0�00880
1 11��1�6� 15��5�0� Ȥ2=9�821
0 687��98�4� 283��95�0� P=0�00173

㥑ฟ⋡

᪂⸆

ᛶู

ࢺࣥࢸࢫ

⢾ᒀ⑓

ᚰ➽᱾ሰ

Ṛஸ

䐢 㻱Pを┠Ᏻに䠎἞⒪群を䝬ッ䝏ン䜾

䐣 䝬ッ䝏ン䜾ᚋのクロス集計⾲

1 0 ᳨ᐃ

n 532 266 W=-0�003
Mean 1 1 df=796
6D 0 0 P=0�99775
1 173��32�5� 92��34�6� Ȥ2=0�342
0 359��67�5� 174��65�4� P=0�55879
1 356��66�9� 172��64�7� Ȥ2=0�403
0 176��33�1� 94��35�3� P=0�52553
1 111��20�9� 57��21�4� Ȥ2=0�034
0 421��79�1� 209��78�6� P=0�85386
1 31��5�8� 18��6�8� Ȥ2=0�272
0 501��94�2� 248��93�2� P=0�60213
n 532 266 W=0�732

Mean 52�1 51�6 df=796
6D 8�6 10�1 P=0�46410
1 8��1�5� 14��5�3� Ȥ2=9�349
0 524��98�5� 252��94�7� P=0�00223

ᚰ➽᱾ሰ

㥑ฟ⋡

Ṛஸ

᪂⸆

ண ್(P

ᛶู

ࢺࣥࢸࢫ

⢾ᒀ⑓

䝨ア␒号 ண ್㻱P ᪂⸆ ᛶู ステン䝖 ⢾ᒀ⑓ ᚰ➽᱾ሰ 㥑ฟ⋡ Ṛஸ
10 0�477 1 1 0 1 0 56 1
1 0�4�� 0 1 0 1 0 50 1
2 0�583 0 1 0 0 0 51 1
20 0�586 1 1 0 0 0 50 1
245 0�642 0 1 0 1 0 10 1
3 0�66 1 0 1 1 0 55 1
34 0�612 1 1 1 1 0 55 1

ண ್㻱P ᪂⸆ ᛶู ステン䝖 ⢾ᒀ⑓ ᚰ➽᱾ሰ 㥑ฟ⋡ Ṛஸ
0�477 1 1 0 1 0 56 1
0�4�� 0 1 0 1 0 50 1
0�572 0 1 0 1 0 30 1
0�583 0 1 0 0 0 51 1
0�586 1 1 0 0 0 50 1
0�642 0 1 0 1 0 10 1
0�660 1 0 1 1 0 55 1

䐤 䝬ッ䝏ン䜾ᚋの
ணᚋ分析

ㄝ᫂変数௨እの変数䜒ྵ䜑てண
 ್㻱PをStatFlex形式でฟຊ

἞⒪法（᪂⸆）
で群分䛡してண
 ್㻱Pを比較

἞⒪法で群分䛡

㌿帰（Ṛஸ）を┠ⓗ変数に、
多重ロジスティック分析
を行䛔、἞⒪法との関係ุ
定します。

䜾ルー䝥変数に἞⒪法（᪂⸆）、ཧ↷変数にண ್㻱Pを㑅ᢥ、
䠎἞⒪法のデータ数比3㻦㻣にᑐし、1㻦2での䝬ッ䝏ン䜾例です。

┠ⓗ変数に἞⒪法（᪂⸆）を㑅ᢥ。
ㄝ᫂変数に、㌿帰（Ṛஸ）௨እを㑅ᢥ

἞⒪法の㑅ᢥに
関䜟る可能ᛶの
ある変数に偏り
䛜な䛔䛛䝏䜵ック
します。

㌿帰（Ṛஸ）との
関係は䝬ッ䝏ン
䜾ᚋにุ定

㻖 (3��HVWLPDWHG�SUREDELOLW\�WR�EH�DVVLJQHG�WR�WKHUDS\�$

䐟
䐠

䐣

䐡

䐤

基準䜹テ䝂䝸では、比⋡のᣦ定で、㻜と1の䛹䛱䜙
を基準にする䛛をỴ䜑ます。

䐢

䝬ッ䝏ン䜾ᚋは
἞⒪法によ䛳て
関連変数に差㐪
䛜な䛔䛛☜ㄆし
ます。

┠ⓗኚᩘ㸸᪂⸆�௑�᭷ຠ996=ᩘࢱ࣮ࢹ�௑㹙➨1㡫㸸⩌1㹛
ḟᩘ ኚᩘྡ β SE(β) z P OR ORୗ㝈 ORୖ㝈

0 1�289 0�3991
1 ᛶู -0�2035 0�1482 -1�373 0�16975 0�816 0�610 1�091
2 ࢺࣥࢸࢫ 0�5363 0�1469 3�652 0�00026 1�710 1�282 2�280
3 ⢾ᒀ⑓ -0�3532 0�1660 -2�127 0�03341 0�702 0�507 0�973
4 ᚰ➽᱾ሰ 1�178 0�2665 4�421 0�00001 3�247 1�926 5�475
5 㥑ฟ⋡ -0�01475 7�26(-03 -2�033 0�04210 0�985 0�971 0�999
$IC=1175�656���$8C=0�618

┠ⓗኚᩘ㸸Ṛஸ�௑�᭷ຠ798=ᩘࢱ࣮ࢹ�
ḟᩘ ኚᩘྡ β SE(β) z P OR Δ ORୗ㝈 ORୖ㝈

0 -1�3550 0�9714
1 ᪂⸆ -1�2010 0�4610 -2�605 0�00918 0�301 1 0�122 0�743
2 ᛶู 0�4907 0�4528 1�084 0�27843 1�634 1 0�673 3�968
3 ࢺࣥࢸࢫ 0�4008 0�4922 0�814 0�41555 1�493 1 0�569 3�918
4 ⢾ᒀ⑓ 0�8079 0�4736 1�706 0�08802 2�243 1 0�887 5�675
5 ᚰ➽᱾ሰ 1�3800 0�6164 2�238 0�02521 3�973 1 1�187 13�300
6 㥑ฟ⋡ -0�04958 0�01805 -2�748 0�00600 0�609 10 0�428 0�868

$IC=189�172���$8C=0�783
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␿Ꮫ◊✲のᑐ㇟となる1群の集ᅋ（䝁䝩ー䝖）を⤒᫬ⓗに観察し、ある≉定の⑓ែ・≧ែ䛜㉳䛣るまでのᮇ間に

関୚する要因を分析するのに฼⏝します。Co[比例ハッザード回帰により、≉定の要因の᭷↓で、᫬点Wにお䛔

て、ある⑓ែ（≧ែ）の生䛨る䝸スク（ハッザード）h(t)䛜䛹の⛬ᗘ㧗䛔䛛をḟ式により定量ⓗにホ౯で䛝ます。

S個の要因（ㄝ᫂変数䠖[1��[2������[S）の重要ᛶは、相ᑐ䝸スク�55�として、回帰係数ȕi�䛛䜙計算で䛝ます。

䐟

䐠䐡

䐢

䐣

䐤 䐥

←䐦

䐧

䐠

ㄝ᫂変数ẖに、㐺ษな変໬量をᣦ定してRRを計算

b㻚 変数⮬ື㑅ᢥᐇ行䐢 

㑅ᢥᚋのㄝ᫂変数䛛䜙回帰䝰デルをస成計算をᐇ行

㑅ᢥᚋのㄝ᫂変数䛛䜙᭱㐺䝰デルを⮬ືస成

┠ⓗ変数を㑅ᢥ䐟 観察ᮇ間とุ定᝟ሗ（䠎್型）の䠎䛴のᣦ定䛜ᚲ要です。

ㄝ᫂変数を㑅ᢥ䐠

a㻚 ステッ䝥ᐇ行䐡

䕔 相ᑐ䝸スク㻔RR㻕の計算とㄪᩚ䐤 䕔ண 䝸スクのฟຊ䐥

回帰䝰デル䛛䜙、ྛ個人のண 䝸スクをฟຊ

a㻚 相ᑐ䝸スク（RR㻕比較図

䠾䠊P್比較図

c㻚 ᥎定生存曲線

㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数にᑐして、相ᑐ䝸スクと
䛭のಙ㢗༊間を⾲♧します。௵ពのデルタ್
の変໬量のᣦ定㻔䠓にᑐᛂします。

䖃 RR⾲♧ᇦ⮬ືタ定

䕔 䜾ラ䝣ฟຊ䐦

d㻚 分析⤖ᯝ図⾲♧タ定

　㑅ᢥ䛥䜜䛯ㄝ᫂変数にᑐして、ྛP್をᲬ
䜾ラ䝣で⾲♧します。ᶓ軸はᑐ数┠┒でP್
䛜㻜㻚㻜㻜1ᮍ‶はᣦ数形式⾲♧します。1㻜-12ᮍ
‶の್は㉥Ⰽのᖏを⾲♧します。

䝏䜵ックをእすと௵ពの⠊ᅖでRR⾲♧ᇦ
をᣦ定で䛝ます。

䝏䜵ックをእすと௵ពの⠊ᅖでP್を⾲♧
で䛝ます。䛯䛰し1㻜-1㻜䛜ୗ㝈です。

䖃 P್⾲♧ᇦ⮬ືタ定

回帰䝰デル䛛䜙ண 䛥䜜る㻱P（⿕検群にᒓする
☜⋡）䛛䜙ROC曲線をᥥ䛔て⾲♧します。ま䛯䝯
䝙ュータ定により、䝰デル୰の඲ㄝ᫂変数に䛴
䛔て個ูのROC曲線を重䛽てᥥ⏬で䛝ます。

䖃 ᥎定生存曲線の群分䛡

群分䛡⏝変数䠖ᣦ定䛥䜜䛯䠎್型変数にᛂ
　　䛨て、生存曲線を分๭して⾲♧
　群分䛡しな䛔生存曲線䜒⾲♧䠖
　　群分䛡前の曲線を㉥Ⰽの曲線で⾲♧

䝏䜵ックをእすと⦪軸、ᶓ軸の⠊ᅖを௵ព
にᣦ定で䛝ます。

䖃 生存曲線⾲♧ᇦ⮬ືタ定

䕔 多重ඹ線ᛶホ౯ᣦ標㻔㼂㻵F㻘 CN㻕  䐣  ㄝ᫂変数間の相関䛜ᙉ䛔と多重ඹ線ᛶにより␗ᖖ解となり

ます。分散ᣑᙇ係数㼂㻵F㻪1㻜䜔᮲௳␒号CN㻪3㻜のሙ合、多重ඹ線ᛶの可能ᛶ䛜㧗䛟なります。
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相ᑐ䝸スク㻔RR㻕をస図する㝿のὀព点
相ᑐ䝸スクは、⮬ື計算のሙ合、変໬量デルタ（䂴）䛜１のሙ合の⤖ᯝになります。䝎䝭ー変数ではOK
です䛜、㐺ษな計算には、ㄝ᫂変数ẖに、⮫ᗋⓗにព࿡のある変໬量をᣦ定するᚲ要䛜あります。
䛣䜜には、䐤で相ᑐ䝸スク個ู計算䝪タンで、䂴್を変᭦します。ୗの例は、⫵ᶵ能の್䛜㻜～1㻜㻜の
್をྲྀる䛯䜑、䂴を1䛛䜙1㻜の変໬に、年齢は䂴を１䛛䜙1㻜ᡯの変໬にᣦ定し䛯例です。

変数ྡ 䠖 ㄝ᫂変数のྡ前

䃑 䠖 ┠ⓗ変数との関連のᙉ䛥を⾲す数್で、䝰デル୰の回帰係数に相ᙜ

S㻱㻔䃑） 䠖 䃑の標準誤差

䡖್ 䠖 㼦 㻩 䃑㻛S㻱（䃑）。ㄝ᫂変数の᭷ពᛶを⾲し、᭷ពᛶ䛜㧗䛔䜋䛹㧗್

P 䠖 㼦್を᭷ព☜⋡に置䛝換䛘䛯್で、関連䛜ᙉ䛔䜋䛹、ప್

相ᑐ䝸スク 䠖 e䃑により計算䛥䜜る್で、ᙜヱㄝ᫂変数のデ᩿（ุู）能を⾲す

㻥㻡䠂ಙ㢗༊間 䠖 相ᑐ䝸スクのಙ㢗༊間

䠝䠥䠟 㻦 䝰デルの㐺合ᗘを⾲すᣦ標です。Ⰻ䛔䝰デル䜋䛹ప್となります。
標準໬䛥䜜䛯ᣦ標ではな䛔䛯䜑、␗なるデータ䝉ッ䝖間で、A㻵Cの比較は↓ຠです。

䕔 ⤖ᯝฟຊ
カ䝥ラン䝬イ䝲ー㻔Kaplan-Meier㻕方式で生存⋡の⤒᫬変໬を計算し、生存曲線をᥥ⏬します。
計算にᚲ要な᝟ሗは、生存ᮇ間をグ㘓し䛯変数列と、生Ṛุ定をグ㘓し䛯変数列（ᚲ䛪䠎್型）で
す。群分䛡ᚋのデータでは、඲群に䛴䛔て分析し、曲線の差を検定で䛝ます。䝁䝩ー䝖◊✲にᗈ䛟㐺
⏝で䛝、Ⓨ⑕の᭷↓、἞⒪の成ྰな䛹のุ定᝟ሗと、ุ定までのᮇ間のグ㘓䛛䜙分析で䛝ます。

䕔生存⋡算ฟ㻛検定 䐟

��⏕Ꮡ⋡⾲ ��SXUYLYDO�7DEOH�!
1$㸻ᑐ㇟ᩘ�1�aW�UiVk� ��1(㸻ᩘࢺࣥ࣋࢖�1�eYenWV� ��1C㸻ᡴษᩘࡾ

S41 ᮇ㛫 ⏕Ꮡ⋡ ᶆ‽ㄗᕪ 1$ 1E 1&
1 12 0�9600 0�03919 0�88319 1�00000 25 1 1
2 14 0�9183 0�05542 0�80963 1�00000 23 1 0
3 33 0�8765 0�0668 0�7456 1�00000 22 1 0
4 34 0�8348 0�07554 0�68673 0�98284 21 1 0
5 36 0�7930 0�08249 0�63136 0�95472 20 1 0

14 87 0�4174 0�10068 0�22005 0�61473 11 1 0
15 134 0�4174 10 0 1
16 135 0�371 0�09961 0�17579 0�56624 9 1 0
17 136 0�371 8 0 1

���୰ኸ⏕Ꮡᮇ㛫�median�VXUYiYal�Wime㸻85�00�95㸣CI㸻43�00㹼168�00

��㸣ಙ㢗༊㛫

䐟

䐡

䐢
䐣

䐠

��1�἞⒪㸿!�YV���2�἞⒪㹁!

GW�WeVW ]=1�290 P=0�19718 W=69��6D�W�=2862�619
CM�WeVW ]=1�202 P=0�22935 8=-2�641��6D�8�=2�197
L5�WeVW Ȥ2=1�435 P=0�23095 df=1
MH�WeVW Ȥ2=0�950 P=0�32983 df=1�O5=1�857

��1�἞⒪㸿!�YV���3�἞⒪㹀!

GW�WeVW ]=3�224 P=0�00126 W=280��6D�W�=7541�327
CM�WeVW ]=3�366 P=0�00076 8=-7�500��6D�8�=2�228
L5�WeVW Ȥ2=11�119 P=0�00085 df=1
MH�WeVW Ȥ2=9�870 P=0�00168 df=1�O5=5�061

䕔生存曲線の差の検定 䐡

䕔䜾ラ䝣の཯㌿と⾲♧ᇦタ定 䐢
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཯㌿᫬にᣦ定します。一⯡に、ุ
定は生Ṛに㝈䜙䛪、෌Ⓨの᭷↓
䜔、成ྰな䛹データにᛂ䛨てಟṇし
て䛟䛰䛥䛔。

*:���JHQHUDOL]HG�:LOFR[RQ�WHVW
&0���&R[�0DQWHO�WHVW

/5���ORJ�UDQN�WHVW
0+���0DQWHO�+DHQV]HO�WHVW

ᮇ間と
ุ定列を

ᣦ定

 統計䝯䝙ュ䛛䜙㑅ᢥ

䕔⦪軸ラベルの変᭦ 䐣

（䐠で඲頁ྠ᫬処理のሙ合に᭷ຠ）
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」数の変数間の相互関係を分析し、変数間に䛹のよ䛖なඹ㏻ᛶのある要⣲（因子）䛜存ᅾする䛛をㄪ䜉るᡭ
段をᥦ౪します。例䛘䜀、㔝⌫㑅ᡭのᡴᧁ成⦼変数（本ሠᡴ数、Ᏻᡴ数、ᡴ点数、ᡴ⋡、≛㣕数、┐ሠ数）の相
関関係䛛䜙、ྛ変数್にඹ㏻ᛶの㧗䛔䜒のとして㛗ᡴຊ䜔ᕦᡴຊな䛹の因子䛜ᣓりฟ䛥䜜ます。䛭して、䛭の䠎
䛴の因子を元の変数䛜䛹の⛬ᗘᣢ䛱合䜟䛫る䛛をㄪ䜉る䛣とで、変数を䜾ルー䝥分䛡で䛝るよ䛖になります。䛯
と䛘䜀、本ሠᡴ数・ᡴ点数・≛㣕数は㛗ᡴຊの因子と関連䛜ᙉ䛟、Ᏻᡴ数・ᡴ⋡・┐ሠ数はዲᡴຊの因子䛜ᙉ䛔
䛣とになります（本⠇の例㢟をཧ↷）。ま䛯、ま䛯ྛ因子を個䚻の㑅ᡭ䛜䛹の⛬ᗘᣢ䛳て䛔る䛛を、因子ᚓ点の
形で計算する䛣と䛜ฟ᮶ます。

䐟

䐠

䐡

䐠 ᥎定因子数を㑅ᢥする

䐟 ᑐ㇟変数を㑅ᢥする

分析に⏝䛔る変数を䠐䛴の▮༳䝪タンで㑅ᢥします。᭱ప䠎䛴௨上の変数をᣦ定するᚲ要䛜あります。
㑅ᢥ㡰にはព࿡はありま䛫䜣。

ᑐ㇟変数の数よりᑠ䛥┠の್をᣦ定します。ཧ↷䝪タンをᢲすと、ḟの䠏㏻りの方法で᥎定因子数をồ䜑る
䛣と䛜で䛝ます。

䝞䝸䝬ックス法ま䛯は䝥ロ䝬ックス法を㑅ᢥします。
因子㈇Ⲵ量䛛䜙䜏て解㔘し䜔す䛔因子のᚓ䜙䜜る方法を᥈⣴ⓗに㑅䜆䛣とになります。

䕿 テ䜻ス䝖䝣䜯イル 　ᣦ定䝣䜯イルྡでテ䜻ス䝖形式でฟຊします。
䕿 SF 形式䝣䜯イル 　᪂し䛔データ䝅ー䝖にฟຊします。
䕕 ඲ㄝ᫂変数に䝏䜵ックをධ䜜ると、ྛㄝ᫂変数の್䛜㏣ຍฟຊ䛥䜜ます。

　（ୗ図は、䝏䜵ック䛫䛪SF形式でฟຊし䛯例）

䐡 因子軸の回㌿法をᣦ定

䐢

䐣

䐤

1㻚 相関行列（䠮）䛛䜙ồ䜑䛯ᅛ᭷್䠚 1㻚㻜 の数
2㻚 䠮ᑐゅ㒊をỴ定係数で置換しồ䜑䛯ᅛ᭷್䠚 㻜 の数
3㻚 Ⱚの⤒㦂๎

䐤 因子ᚓ点をฟຊ

䐢 計算をᐇ行

䐣 ⾲♧䜸䝥䝅䝵ンをタ定

・因子分析⾲（ᕥ図）

・因子㈇Ⲵ量図（ྑ図）
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A

B

B㻚 ඲䜾ラ䝣を㏦る

A㻚 䜾ラ䝣⦅集⏬㠃䜈㏦る

௵ពの䝃イ䝈

㛗䛥をᣦ定

OK䝪タンをᢲし䛯あと、䜾ラ䝣⦅集䜴
インド䜴䛜⾲♧䛥䜜ますので、䛭䛣で
䝬䜴スで䝃イ䝈をᣦ定します。

䛣䛣でᣦ定し䛯䝃イ䝈で、䜾ラ䝣⦅集
䜴インド䜴に㏦䜙䜜ます。

㏦りඛの䜾ラ䝣⦅集䜴インド䜴をᣦ定します。

᪤に䜾ラ䝣⦅集䜴インド䜴䛜存ᅾするሙ合は、
䛭䜜䜙䛜඲て䝸ス䝖に⾲♧䛥䜜ます。᪂し䛔䜾ラ
䝣⦅集䜴インド䜴に㏦るሙ合は、䠷᪂つస成䠹を
㑅びます。

እᯟを基準にᥥ⏬ ෆᯟを基準にᥥ⏬

ᣦ定䛥䜜䛯䝃イ䝈で㉥Ⰽの㡿ᇦを☜ಖし䛯ᚋ、┠┒り数್䜔ラベルな䛹の
䜾ラ䝣㒊ရをᥥ⏬します。

䐟

䐠

䐡

䐢

䐣
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検ᰝA QJ�Pl

�分

��分

��分

9�分
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検ᰝA QJ�Pl

�分

��分

��分

9�分

12�分

18�分

䐤

䐟 ᑐ㇟䜾ラ䝣
⦅集䜴インド䜴䜈㏦る䜾ラ䝣を㑅ᢥします。␒号㡰
に配置䛥䜜ます。

䐠 行数・列数
䜾ラ䝣⦅集䜴ィンド䜴に配置する䜾ラ䝣の行数と
列数をᣦ定します。
䠷行列数をᣦ定䠹の䝏䜵ックをእすと、行数および
列数は⮬ືⓗにỴまります。

䐡 配置㡰
䐟でᣦ定し䛯䜾ラ䝣を䛹䛖配置する䛛Ỵ䜑ます。

䐢 配置基準
ྛ䜾ラ䝣を௨ୗのよ䛖にᥞ䛘ます。
䠷ᕥ上䠹䠖ᕥᥞ䛘䛛䛴上ᥞ䛘で䜾ラ䝣を配置します。
䠷୰ᚰ䠹䠖Ỉᖹ方ྥとᆶ直方ྥと䜒に䝉ンタ䝸ン䜾して
䜾ラ䝣を配置します。

䐣 వⓑ
⏝⣬の㻠㝮、行間、列間の䝬ージンをᣦ定します。Mm༢఩ᣦ定と比
⋡ᣦ定の2㏻りの方法䛜あります。
ୗ図は、mm༢఩ᣦ定のሙ合の、䛭䜜䛮䜜の数್䛜䛹䛣のవⓑにᑐ
ᛂする䛛を♧します。

䐤 䝥䝺ビュー
䜾ラ䝣䛜䛹のよ䛖に⦅集インド䜴䜈㏦䜙䜜る䛛を☜
ㄆで䛝ます。

䜾ラ䝣の重䛽᭩䛝

6 8 10 20 40 60 80 100

2�5
5�0

10�0

20�0
30�0

50�0

70�0
80�0

�0�0

�5�0
�7�5

6 8 10 20 40 60 80 100

2�5
5�0

10�0

20�0
30�0

50�0

70�0
80�0

�0�0

�5�0
�7�5

ᡭ㡰i
㛗䛥をᣦ定して䜾ラ䝣⦅集䜈
㏦ります。

ᡭ㡰ii
ෆᯟ基準で、䠷重䛽᭩䛝䠹を
㑅ᢥし、ᡭ㡰iとྠ䛨䝃イ䝈、
ྠ䛨䜾ラ䝣⦅集䜴インド䜴䜈
㏦ります。
ᕥ図のよ䛖なᗙ標ᯟのな䛔
䜾ラ䝣䛜㏦䜙䜜ます。

ᡭ㡰iii
䜾ラ䝣⦅集䜴インド䜴ෆで、
ᡭ㡰iとᡭ㡰iiで㏦䜙䜜䛯䜾
ラ䝣を⛣ື䛥䛫、䜾ラ䝣を重
䛽合䜟䛫ます。

側方視点の䜾ラ䝣は、あ䜙䛛䛨䜑 で⾲♧ᇦをᥞ䛘てお䛟と

䜾ラ䝣を重䛽᭩䛝で䛝ます。
A

B

C

D

㻱

F

mm༢఩ᣦ定のሙ合

比⋡ᣦ定のሙ合

㼄

㼅

㼆

x 㻩 y 㻩 㼦 㻩

㼄㻘 㼅㻘 㼆は、
x㻘 y㻘 㼦のⓒ分⋡
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ROC曲線

生存曲線

群᝟ሗおよび行᝟ሗタ定

ྛ種変数᝟ሗタ定

䜾ラ䝣形式タ定

䜾ラ䝣⦅集䜴ィンド䜴のタ定

᭩式䝁䝢ーのタ定

᭩式䝁䝢ー

⮬ື配置

図形䝥ロ䝟ティ

㑅ᢥして䛔る䜒のによ䛳て、⾲♧䛥䜜る䝟䝛ル䛜␗なります。

䜾ラ䝣のሙ合䋻䜾ラ䝣タ定䝟䝛ル
図形（ᩥᏐ、線、ᴃ෇、▴形）のሙ合䋻図形のタ定䝟䝛ル
ซ例のሙ合䋻ซ例タ定䝟䝛ル（ྑ）

䜾ラ䝣⦅集䝟䝛ルの䛹の䝨ージの᭩式を䝁䝢ー
する䛛タ定します。

㑅ᢥし䛯䜾ラ䝣を
一䛴௨上の䜾ラ
䝣を᱁子≧にᩚ
列する䛯䜑のタ
定です。

⫼ᬒⰍ䜔䜾䝸ッドの間㝸な䛹、䜾ラ䝣
⦅集䜴インド䜴のᐇ行⎔ቃタ定です。

㑅ᢥし䛯䜾ラ䝣の変数᝟ሗをタ定
します。䜾ラ䝣⦅集䜴インド䜴䛛䜙
は変数型は変᭦で䛝ま䛫䜣。

㑅ᢥし䛯䜾ラ䝣の群᝟ሗと行᝟ሗをタ定します。

≉Ṧな䜾ラ䝣にᅛ᭷の䝥ロ䝟ティ
をタ定します。

㑅ᢥし䛯ซ例の᭩式をタ
定します。

ซ例にᑐᛂし䛯䜾ラ䝣
・ROC曲線
・生存曲線
・相関行列図

・ᢡ䜜線図

一㒊の᝟ሗは䜾ラ䝣タ定
䝟䝛ルの䠷テ䜻ス䝖⾲♧䠹
䝨ージで䜒タ定で䛝ます。

（」数頁ྠ᫬ᥥ⏬᫬）

ซ例のタ定

1㻚 ᭩式を䝁䝢ーし䛯䛔䝁䝢ー元となる䜾ラ䝣を㑅び、 をク䝸ック。

2㻚 䝬䜴スの䜹ー䝋ル䛜 䛛䜙　　　に変䜟䛳䛯䛣とを☜ㄆし、　
䝁䝢ーඛの䜾ラ䝣をク䝸ックする。
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స成し䛯䜾ラ䝣は䜾ラ䝣⦅集䜴ィンド䜴䜈㏦ると、⏬ീ
䝣䜯イルとしてಖ存で䛝ます。
䝃䝫ー䝖して䛔る䝣䜯イル形式は௨ୗの3種㢮です。

・ ᣑᙇ䝯タ䝣䜯イル（ᣑᙇ子はemf）
・ ビッ䝖䝬ッ䝥（ᣑᙇ子はbmp）
・ Portable network graphics形式（ᣑᙇ子はpng）

స成し䛯䜾ラ䝣をStatFlex上で䝁䝢ーし䛯ሙ合、䛭のデータはෆ㒊ⓗにはᣑᙇ䝯タ䝣䜯イル形式としてಖᣢ䛥䜜
ます。し䛯䛜䛳て、ᣑ኱⦰ᑠして䜒⏬ീのຎ໬䛜㉳䛣りま䛫䜣。

䐟䝒䝸ー⾲♧䜴インド䜴

䠷統計᝟ሗ䠹の1䛴ୗの階層に、䝣䜯イル༢఩で
まと䜑䜙䜜ます。ḟのྑク䝸ック䝯䝙ューで
㑅ᢥし䛯データの๐㝖䜔ಖ存䛜可能です。

⾲♧䛥䜜て䛔る前㻛ḟのฟຊ䜈⛣ື

⾲♧䛥䜜て䛔るඛ㢌㻛ᮎᑿのฟຊ䜈⛣ື

Powerpoint

Word

StatFlexで䜾ラ䝣を䝁䝢ー

⮬ື䜾ラ䝣䛛䜙直᥋䝁䝢ー

䜾ラ䝣⦅集⤖ᯝの䝁䝢ー

䐠㜀ぴ䜴インド䜴

䐟䝒䝸ー⾲♧䜴インド䜴

䐠㜀ぴ䜴インド䜴

分析⤖ᯝは䜋と䜣䛹⾲形式でฟຊ䛥䜜ます。
ᚲ要な㒊分を䝁䝢ーす䜜䜀㻱xcel䜔PowerPointに
᭩式をಖᣢし䛯まま㈞り付䛡で䛝ます。

㻱xcel

䜾ルー䝥໬解㝖で㒊ရ໬
す䜜䜀ྛ要⣲を⦅集で䛝ます

䐡฼⏝タ定

䐡฼⏝タ定

で検⣴ᶵ能の࿧びฟし

で༳ๅᶵ能を࿧びฟし

Power
Point
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